
令和６年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①第7次矢吹町行財政改革大綱を策
定し、財政健全化に向けた基本理
念、重点事項を決定しました。ま
た、財政シミュレーションを実施
し、中期的な財政運営の見通しにつ
いて検討しました。

②受益者負担の原則に基づき使用料
等の見直しに関する基準について検
討を進めました。

③次年度予算編成からの枠配分方式
の導入に向けた検討を行いました。

Ｂ⁻

①財政状況に関する情報共有を
図り、次年度の当初予算編成方
針について説明するため、10月
に全職員を対象に説明会を開催
します。

②全庁的な受益者負担の見直し
作業を行うための基準が必要と
なることから、基本方針となる
統一的な基準の策定を行いま
す。

③次年度予算編成において各課
ヒアリングを実施し、歳出の削
減に努めます。また、財政計画
の作成について検討を進め、今
後計画されている主要事業を踏
まえたシミュレーションを行い
ます。

最
終

①第7次矢吹町行財政改革大綱に係る職員
説明会を実施し、現在の財政状況について
情報を共有しました。また、中期的な財政
シミュレーションを実施し、財政計画の作
成に着手しました。

②使用料等の見直しに取り組むため、平成
18年に策定した「使用料・手数料の設定に
おける基本方針」の改正案を作成しまし
た。

③令和7年度当初予算編成にあたり、各課
に配当する一般財源額の事前周知、及び査
定時の複数回のヒアリングによって、効率
的・効果的な行政運営及び職員のコスト意
識の向上を図りました。

Ｂ

①財政計画を作成し、毎
年、ローリング方式によ
る検証を行います。

②改正予定の「使用料・
手数料の設定における基
本方針」に基づき、全て
の使用料・手数料の見直
し作業に着手します。

③行政評価の結果等を活
用し、引き続き事業の有
効性や必要性を精査し、
歳出予算の抑制に努めま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①財政健全化に
関する取り組み

①将来に渡って安定
的な財政基盤を確立
するため、自主財源
の確保
②受益者負担の原則
のもと、利用者が負
担する公共施設の使
用料や公共サービス
に係る料金の見直し
③事業の必要性や有
効性の精査による、
歳出の抑制・合理化

①職員向けに説明会を開催
し、財源確保に向けて全庁
的な共通認識を図ります。
また、国・福島県交付金や
民間からの資金調達など、
多様な財源確保の方法や、
未利用の町有地の売却等に
ついても検討します。
②現在の使用料等の算定根
拠を確認し、必要に応じて
適正な金額への改定につい
て検討します。
③事務事業の有効性等を各
課からヒアリングし、次年
度以降の予算編成に反映さ
せます。また、予算の枠配
分方式の導入についても検
討し、担当課による効率
的・効果的な行政運営及び
コスト意識の向上を図りま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①派遣研修（ふくしま自治研修セン
ター36名）
②希望研修（支援機構12名（内オン
ライン受講2名）、福島県下水道公
社1名、日本経営協会1名（内オンラ
イン受講1名）、日本公園緑地協会1
名）
③Logoチャットを活用した新採用職
員の相談窓口を開設し、休暇制度な
どを情報提供しました。

Ｂ⁺

①～③について、職員
研修は、引き続き、オ
ンラインでの受講も検
討しながら研修実施に
努めます。内部研修に
おいても、研修計画に
沿って実施していきま
す。
④について、10月にマ
ネージャー研修を実施
予定です。(評価の低
い係長に対する研修に
ついて検討中です。)

最
終

①派遣研修（ふくしま自治研修セン
ター50名）
②希望研修（市町村アカデミー2
名、国際文化研修所1名、支援機構
19名（内オンライン受講4名）、福
島県下水道公社1名、日本経営協会3
名（内オンライン受講2名）、日本
公園緑地協会1名）
③Logoチャットを活用した新採用職
員の相談窓口を開設し、休暇制度な
どを情報提供しました。
④11月にマネージャー研修、1月に
考課者研修を開催しました。

Ｂ
引き続き、職位に応じ
た派遣研修を実施する
とともに、自前での職
位に応じた研修の開催
を検討します。

②人材育成

①自己の職務に対す
る責任と高い士気を
保つためスキルアッ
プを図ります。
②様々な町民ニーズ
に対応するための専
門的な能力アップを
図ります。
③女性職員が仕事と
家庭を両立しながら
政策立案に参画する
など、やりがいを感
じる職場づくりを目
指します。
④人事評価及び職員
育成のための「人材
育成考課制度」を有
効活用します。

①ふくしま自治研修セン
ターを活用した指名研修へ
派遣します。
②東北自治研修所、市町村
職員中央研修所、ふくしま
市町村支援機構等の各研修
所を利用する指名研修へ派
遣します。
③相談体制の充実、休暇制
度の周知に努め、気兼ねな
く休暇取得できるよう人員
確保、連携強化に努めま
す。
④副係長以上を対象に効果
的な助言や手法の体得を目
指す研修を実施します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①5月の県主催の合同説明会へ参加
しました。
②7月に町村会主催合同採用試験及
び町社会人経験採用試験を実施しま
した。また、8月の県主催オンライ
ン役場見学ツアーに参加しました。
③5月に採用ページ、PRポスター、
リーフレットを作成し、ポスター等
については町内公共施設・商業施設
及び郡山市内各種学校等への掲示依
頼を実施しました。

Ｂ⁺

①受験者の中に合同説
明会来場者も数名いた
ことから、次年度も参
加する方向で準備を進
めていきます。
②リクルートサイトへ
の掲載等も視野に入れ
ていきます。
③効果的な募集方法に
ついて検討を進めま
す。

最
終

①5月の県主催の合同説明会へ参加
しました。
②7月に町村会主催合同採用試験及
び町社会人経験採用試験を実施しま
した。また、8月の県主催オンライ
ン役場見学ツアーに参加しました。
③10月1日採用の試験を実施し、社
会人経験者などの即戦力を見込んだ
職員の採用を行いました。また、県
の町村職員採用ホームページに、本
町職員の勤務紹介ページを掲載しま
した。

Ａ

県主催の合同説明会等
へ参加し、優秀な人材
が採用応募できるよう
取り組みを行います。
専門職については、幅
広い年代からの採用に
努め、任期付職員制度
の活用も検討します。

③人材確保

①持続可能な組織構
築を目指します。
②専門性の高い人材
確保に努めます。
③定員適正化計画に
基づく職員数の確保
に努めます。

①福島県主催の合同説明会
等へ参加し、町の魅力を伝
え受験者数の増加に努めま
す。また、町のPRを含めた
職員募集パンフレットの作
成及び各施設への掲示依頼
を実施します。
②専門職（土木・保健師
等）については、新卒にこ
だわらず幅広い年代からの
採用に努め、任期付職員制
度の活用も検討します。
③優秀な職員を計画どおり
採用するため、10月1日採
用、1月1日採用等も視野に
入れ、採用試験を計画しま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①病休者が希望する場合に、産業医
に相談できる体制を確保しました。
②12月または1月の研修の実施に向
けて調整しています。
③庁舎周辺の清掃及び庁舎内の修繕
等を実施しています。また、2階公
室周辺の壁を塗装し、明るい環境づ
くりに努めました。
④公正な職務執行の確保等に関する
条例に関するパブリックコメントを
実施しました。

Ｂ⁺

①個別に希望の有無を確
認し、産業医との相談の
連携を引き続き実施して
いきます。
②セルフケア研修及びラ
インケア研修をより多く
の対象者が参加できるよ
う努めていきます。
③引き続き環境整備に努
めていきます。
④マニュアルを整備し、
職員研修の実施により統
一的な対応を図り、職員
の心理的安全性を確保し
ていきます。

最
終

①病休者が希望する場合に、産業医
に相談できる体制を確保しました。
②メンタル不調者に対して、相談、
医療に関する情報提供、職場内の
フォローアップを行いました。
③庁舎周辺の清掃及び庁舎内の修繕
等を実施しています。また、2階公
室周辺の壁を塗装し、明るい環境づ
くりに努めました。
④公正な職務執行の確保等に関する
条例に関するパブリックコメントを
実施しました。

Ｂ

①引き続き、産業医との
相談の連携体制を継続し
ていきます。
②セルフケア研修及びラ
インケア研修を開催でき
るよう調整します。
③引き続き環境整備に努
めていきます。
④マニュアルを整備し、
職員研修の実施により統
一的な対応を図り、職員
の心理的安全性を確保し
ていきます。

④職場環境の改
善

①メンタル不調者の
早期発見と早期ケア
に努めます。
②メンタル不調の予
防に取り組みます。
③庁舎敷地内の美化
に努めます。
④町民のために職員
が安心して働ける環
境を整備します。

①個別案件について産業医
への相談を実施します。
②職員個人でのケアとして
セルフケア研修及び組織的
なケア方法の習得を目指
し、ラインケア研修を実施
します。
③働き続けたい職場づくり
として、清掃及び修繕を中
心に環境整備を実施しま
す。
④正当性が認められない過
剰な要求及び要望などの不
当要求行為に対応するた
め、公正な職務執行の確保
等に関する条例の制定に向
けて取り組みます。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①スポーツ×デジタル振興プロジェク
ト及びAIオンデマンドバスとのデータ
連携とサービス展開について、関連す
る民間企業等との協議を進めました。

②一斉情報発信システムの構築につい
て業務委託を進めました。あわせて、
町公式LINEのニーズに応じた情報配信
の導入について協議を進めました。

③
・小学生プログラミング教室を実施
（年間）
・やぶきプログラミングフェスを開催
（6月）

Ｂ⁺

①新たなサービス展開につい
て、国県の補助事業など財源確
保に向けた準備を進めます。

②システム構築を完了（2月）
させ、利便性向上を実現しま
す。また、オンライン申請の対
象業務拡大の検討を進めます。

③引き続き、各教室、講座を着
実に実施し、デジタルスキルの
向上に取り組みます。
・高齢者向けスマホ教室を開催
予定（11月～3月）
・親子向けデジタルクリエータ
体験講座を開催予定（1月～2
月）

最
終

①スポーツ×デジタル振興プロジェクト及びAIオ
ンデマンドバスとのデータ連携について、活用検
討とサービス展開を進めました。

②一斉情報発信システムを構築し、令和7年2月に
運用を開始しました。また、オンライン申請につ
いて、イベント参加時のオンライン申込みなど利
用拡大を図りました。

③
・小学生プログラミング教室を実施（年間）
・やぶきプログラミングフェスを開催（6月）
・スマホ教室を開催（11月～3月）
・親子向けピクセルアートワークショップを開催
（1月）
・共感のデザイン作成ワークショップを開催（2
月）

Ａ

①②円滑な運用とサービ
ス展開により、町民の方
の利便性向上に取り組み
ます。

③継続した実施により、
デジタルスキルの向上に
取り組みます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①デジタル田園
タウン構想

①行政サービス向上の
ためのデジタル活用

②地域社会の課題解決
のためのデジタル活用

③デジタルデバイド
（情報格差）解消のた
めのデジタル活用支援

①民間企業や他自治体等との
様々なデータとサービス連携と
して、データ連携基盤を活用し
たサービス展開
・スポーツ×デジタル振興プロ
ジェクトとの連携【賑わい創
出、健康、教育、経済】
・AIオンデマンドバス事業との
連携【公共交通、観光】
②情報発信力の強化
一斉情報配信システムを構築
し、既存の各配信システムを一
元化することで、迅速正確な情
報の発信と運用コストの軽減を
図ります。
・地域や年代に応じた情報配信
が可能な環境を構築し、欲しい
時に欲しい情報が届く住民に寄
り添った情報配信
・公共施設予約支払いシステム
の利用促進と対象施設拡大の検
討
・オンライン申請（LINE、マイ
ナポータル）の利用促進と対象
業務拡大の検討
③講習会、教室やイベントの開
催
・高齢者対象のスマホ、タブ
レット教室の開催【福島県との
共催】
・全小学生対象のプログラミン
グ教室の実施【町独自開催】

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①住民アンケートや民間主導のワーク
ショップ、2度のパブリックコメントを経
て、取りまとめた計画について、まちづく
り総合審議会から答申を受け、令和6年6月
議会定例会に議案として上程し、今後8年間
の基本構想及び令和9年度まで4年間の前期
基本計画が決定しました。

②各課にまたがる全庁的な事業（大池公園
民間活力導入可能性調査等）について、主
体的な取り組みにより、事業の推進を図り
ました。

③政策と予算を連動させ、一括して進捗管
理や実績値等を確認できるシステムの導入
可能性について、調査研究を行いました。
また、他自治体の行政評価等の実施方法等
について調査を行いました。

Ｂ⁺

①総合計画等における本編や概
要版を整理し、冊子やホーム
ページ等を活用しながら、計画
の周知に努めます。

②各課の事業進捗管理を行うヒ
アリングについては、首脳部を
交えたものとそれ以外の事業に
振り分け、より効率的で効果的
な実施に努めます。引き続き、
各課にまたがる全庁的な事業に
ついては、政策形成の観点から
事業の推進を図ります。

③引き続き、システムデモの実
施を検討しながら、新たなシス
テム導入に向けて検討します。
計画に基づく事業の取組状況や
実績値を確認できる新たな方法
の構築に向けて取り組みます。

最
終

②各課とのヒアリングを通して、各種
事業の課題抽出や解決に向けた協議を
行いました。特に、複数の関係課にま
たがる全庁的な事業については、主体
的な取り組みにより、適切な事業管理
を行いました。

③「第7次矢吹町行財政改革大綱」の事
業の選択と集中に係る方向性を受け、
次年度以降の運用に向けて、新たな行
政評価システムのシステムデモ等を通
して、調査研究を行いました。

Ａ

②・③各課の事務事業の
評価について、ヒアリン
グ等の開催方法を再検討
し、行財政改革等に寄与
するとともに、住民向け
に事業の目標管理の見え
る化につながるようなシ
ステムの導入に向けて事
業を推進します。

②第7次矢吹町
まちづくり総合
計画の策定・進
捗管理

①新たな総合計画の策
定

②課の運営方針と目標
のヒアリング等の実施
による各種事業の全庁
的な調整

③各課事業の目標達成
状況等を住民に知らせ
るための取り組み

①本町の歴史やこれまでの取
り組みを継承しながら、現在
の経済及び社会情勢等を踏ま
え、新たなまちづくりの理念
に基づく将来像を実現するた
め、多くの住民の声を反映し
た未来に希望の持てる計画を
策定します。

②各課の重点事業等につい
て、首脳部を交えたヒアリン
グ等を実施し、課題抽出や解
決に向けた協議により、適切
な進捗管理に努めます。ま
た、複数の課にまたがるよう
な事業等については、横断的
な連携強化により、事業の推
進を図ります。

③住民に対して、計画策定後
の目標達成に向けた取組状況
等の情報発信の重要性を鑑
み、政策と予算の連動を図る
ために、年度ごとの実績値の
確認等を行い、まちづくり総
合審議会等での情報共有によ
り、事業の取組状況を評価で
きるような体制を構築すると
ともに、結果を町ホームペー
ジ等を活用し、公表します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①地域活性化起業人制度では、DXや
地域活性化等の推進支援として、民
間企業より2名の派遣受入れを実施
しました。また、制度活用を拡大
し、観光や農業分野への支援など、
庁内で合計5名の派遣受入れを実施
しました。

②職員研修として、業務用チャット
ツール操作研修（7月）、ホーム
ページ操作研修（8月）を実施しま
した。

Ｂ⁺

①制度活用の効果検証に
より、外部人材に期待す
る分野・業務を含めて、
受入れ継続や拡大につい
て引き続き検討を進めま
す。

②引き続き実施し、人材
の確保とともに、人材育
成に取り組みます。
・DXツール（業務改善ア
プリ、生成AI等）を用い
た基礎研修の実施を予定
しています。（10～12
月）

最
終

①DX推進支援業務のほか、地域活性
化起業人制度により、民間企業から
当課で2名、庁内全体で5名の派遣を
受入れました。また、地域情報化ア
ドバイザー派遣制度により、1名の
派遣受入れを実施しました。

②職員研修（DXツール）、DX推進本
部専門部会、DX関連の研究会及び小
学生プログラミング教室の支援な
ど、知見の獲得や人材育成に取り組
みました。

Ａ
①②引き続き、国県の
制度を活用しながら外
部人材の確保に努め、
デジタル人材の確保・
育成に取り組みます。

③デジタル人材
の確保・育成

デジタル人材の確保と
育成を通じた、組織の
DX促進と活性化

①デジタル人材の確保

②デジタル人材の育成

①DX推進には、デジタルを
含め様々な領域において専
門的知見を有する人材によ
るサポート・支援が必要
・国の地域活性化起業人制
度や地域情報化アドバイ
ザー派遣制度等の活用によ
る外部人材の派遣受入れ
・DX推進支援業務委託とし
ての人材確保
②人材の発掘・育成、知識
や能力の習得機会の提供
・上記による職員研修、DX
推進本部専門部会などの参
加機会を通した人材育成

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

現行の基幹システム保守業者との定
例会議の実施
・システム移行の準備
・データ連携への対応準備
・稼働環境構築として、ガバメント
クラウドへの接続準備（戸籍関
係）、その他はベンダークラウドを
想定

関係各課との連携として、標準化に
伴う業務見直しの確認作業を実施

Ｂ⁺

・移行計画書の作成
・システム設定確認
（項目、機能、帳票）
・データ連携の設計、
テスト
・ガバメントクラウド
の利用環境構築

最
終

現行の基幹システム保守業者との定
例会議の実施
・稼働環境構築として、ガバメント
クラウドへの接続準備（戸籍関係）
と利用環境の構築、その他はベン
ダークラウド
・移行計画書の作成
・システム設定確認（項目、機能、
帳票）
・データ連携の設計、テスト
・業務見直し確認作業

Ａ

令和7年度の移行完了
に向けた利用環境の構
築
・データクレンジング
・データ移行
・稼働環境設定
・運用テスト
・操作研修

④自治体情報シ
ステムの標準
化・共通化の対
応

情報通信技術を活用し
た住民の利便性の向上
並びに行政運営の効率
化を目指し、国の「自
治体情報システムの標
準化・共通化に係る手
順書」に基づく計画的
なシステム移行

国の方針に基づく令和8年3
月までの移行を目指す取り
組み
住民記録、税、保険、福祉
など対象業務を所管する関
係各課との情報共有と連携
（役割・作業）
・移行データの整理・最適
化
・データ移行仕様書の整
備、移行仕様書の検証作業
・システム環境構築、機能
設定・帳票項目の確認、
ネットワーク設定作業
・連携業務整備、連携ツー
ル仕様設計・開発・テスト
作業

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①町政に対する町民の信頼確保及び町職
員の公正な職務執行を確保することを目
的とした条例の策定に向け、より広くよ
り多くの意見を募集するため、パブリッ
クコメントを実施しました。

②適宜リスク管理シートの更新を行いな
がら、年度当初よりモニタリングを行っ
ています。事務処理ミス等のリスクが発
生した場合には、関連課と連携し、速や
かに適切な対応を講じるとともに、再発
防止を図るために発生したリスクの報告
を求め、記録を行っています。8月に開催
したコンプライアンス研修の際にも本取
り組みの重要性について、改めて全職員
の意識醸成を図りました。

Ｂ⁻

①公正な職務執行の確保のた
め、条例制定の前段として「職
員対応マニュアル」を作成しま
す。また、マニュアルを基に職
員研修会を開催し、全庁統一的
な対応が図られるよう体制を構
築し、町民から信頼される役場
を目指すとともに、職員の心理
的安全を確保します。

②引き続き、効果的で効率的な
リスク管理を行うために、リス
クを可視化し、事前対応策の改
善や発生したリスク及びリスク
への事後対応を記録することで
再発防止に努めます。適宜マ
ニュアルの追加更新を行い、事
前または事後のリスクについて
対応策を充実させることで、よ
り実効性を高めることを目指し
ます。

最
終

①条例の制定に向け、住民の声を広くそして多く
募集するために実施をしたパブリックコメントに
より、多くの課題が確認でき、条例制定には、必
要性や重要性のさらなる理解醸成が必要と判断
し、制定を見送りました。

②年間を通して、リスク管理シート等に基づく、
モニタリングを行いました。各課で事務処理ミス
が発生した場合には、危機管理監を中心に適切な
初動対応に努め、リスクの拡大や複雑化を防ぐよ
う、適切な対応を行いました。

Ｂ

①引き続き、公正な職務執行の
確保に向けて、新たに作成予定
の「職員対応マニュアル」等を
通じて、職員の心理的安全性に
向けて、取り組みながら、当該
制度の必要性や制度理解のさら
なる醸成に努めます。

②より効率的な制度運用を目指
し、リスクの可視化、事前対応
策の改善と事後対応の記録等に
よる適切なリスク管理と再発防
止に努めます。

⑤危機管理体制
の強化

①職員の綱紀粛正の徹
底及び職員に対する安
全配慮義務に係る対応

②起こりうるリスクを
想定した未然防止対策

①職員の綱紀粛正の徹底に
取り組むとともに、公正な
職務執行を確保し、公益の
増進を図るため、職務執行
時の任命権者、管理職、職
員の責務を明確化するほ
か、町民に対しても職務執
行への協力について努力義
務を規定する「公正な職務
執行の確保等に関する条
例」の策定に向けて準備を
進めます。

②様々な不測の事態に対応
できるよう、リスク管理
シートによるモニタリング
に取り組みます。事務処理
ミス等が発生した場合は、
口頭による報告によりミス
への対応を最優先するとと
もに、速やかに事務処理ミ
ス等報告書を作成し、状況
に応じて組織で対応策を検
討します。
また、内容を逐次記録する
ことで、再発防止にも努め
ます。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難

9

9



令和６年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

AI活用型オンデマンドバスについて、
矢吹町地域公共交通活性化協議会にお
ける協議の実施、事業者選定に係る公
募型プロポーザルの実施等の導入準備
を進めました。
●5月 地域公共交通活性化協議会（第
1回）
●7月 地域公共交通活性化協議会（第
2回）
●8月 AI活用型オンデマンドバス導入
業務委託公募型プロポーザル実施
●9月 AI活用型オンデマンドバス運行
業務委託公募型プロポーザル実施

Ｂ⁻

公募型プロポーザルに
より決定された事業者
との協議調整、地域公
共交通活性化協議会に
おける協議等を行い、
AI活用型オンデマンド
バスの令和7年1月運行
開始を目指します。
●10月 地域公共交通活
性化協議会（第3回）
●1月 AI活用型オンデ
マンドバス運行開始

最
終

令和7年1月より、AI活用型オンデマ
ンドバスの運行を開始しました。
●1月 AI活用型オンデマンドバス
「のるーと矢吹」運行開始
●2月 地域公共交通活性化協議会
（第4回）

Ａ

引き続き「行き活きタ
クシー利用料金助成事
業」、「AI活用型オン
デマンドバス」等の各
種事業を継続するとと
もに、更なる利便性向
上のため、令和7年度
における「AI活用型オ
ンデマンドバス」の拡
充を進めます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①公共交通ネッ
トワーク

行き活きタクシー、
コミュニティバス、
AI活用型オンデマン
ドバス等の交通サー
ビスを組み合わせ、
誰もが移動に困らな
い利便性の高い生活
を実現し、「自ら移
動方法を選び、快適
に暮らせる～だれも
が移動しやすいまち
“やぶき”～」を目
指します。

●5月 地域公共交通
活性化協議会（第1
回）
●5月 AI活用型オン
デマンドバス事業者
に係る公募型プロ
ポーザル
●6月 AI活用型オン
デマンドバス導入業
務委託
●6月 地域公共交通
活性化協議会（第2
回）
●10月 AI活用型オン
デマンドバス運行開
始
●11月 地域公共交通
活性化協議会（第3
回）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

【矢吹町災害時受援計画】
福島県、各課と災害時における受援体制及
び関係機関の役割分担等の協議を行い、計
画が完成しました。
●6月 福島県との協議
●7月 各課との協議
●9月 計画書の完成

【矢吹町国民保護計画】
国民保護協議会委員20名を任命し、国民保
護協議会を5月と8月に開催して有事の際に
おける対処等の協議を行い、9月の書面決議
による承認を得て計画が完成しました。
●5月 国民保護協議会委員の任命、第1回国
民保護協議会
●6月 福島県との協議
●8月 第2回国民保護協議会
●9月 国民保護協議会委員による計画の承
認、計画書の完成

Ａ

【矢吹町災害時受援計
画、矢吹町国民保護計
画共通】
災害時や有事の際にお
ける組織体制及び役割
分担等について全職員
に周知を図り、迅速な
対応ができる体制を構
築します。
また、町民の皆様にも
町ホームページ等を通
じて周知を図ります。

最
終

矢吹町災害時受援計画、矢吹町国民
保護計画ともに、完成後に関係機関
並びに全職員に対し計画の配布を行
いました。
また、町ホームページへ掲載し、周
知を図りました。

Ａ

【矢吹町災害時受援計
画、矢吹町国民保護計
画共通】
災害時や有事の際にお
ける組織体制及び役割
分担等について、全職
員が認識できるよう取
り組みます。

②防災、災害等
の計画の改訂及
び策定

矢吹町災害時受援計画
の策定並びに矢吹町の
国民の保護に関する計
画の改訂を行い、災害
時に迅速な対応ができ
る体制を構築します。
【矢吹町災害時受援計
画】
本町において大規模災
害が発生した場合、国
や他の自治体、民間団
体等からの人的・物的
支援等を円滑的に受け
入れるための手順や体
制整備を定め、最大限
に活用できることを目
的に策定するもので
す。
【矢吹町の国民の保護
に関する計画】
本町において武力攻撃
やテロ等が発生した際
に、町民の生命、身体
及び財産を保護するた
めの体制整備を定め、
被害を最小限に抑える
ことを目的に策定する
ものです。

【矢吹町災害時受援
計画】
●5月 関係機関との
協議
●6月 福島県との協
議
●9月 計画書の策定
配布

【矢吹町の国民の保
護に関する計画】
●5月 第1回国民保護
協議会にて協議
　　　関係機関との
協議
●6月 福島県との協
議
●8月 第2回国民保護
協議会にて承認
●9月 計画書の策定
配布

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

近隣自治体から空き家対策に係る実
際の取り組み事例、実績等の情報収
集を行いました。
●6月 近隣自治体からの空き家対策
に関する情報収集

Ｂ⁺

空き家対策の現状と課
題をまとめた「空き家
対策に関する今後の方
針」を作成し、関係機
関との協議を行いつ
つ、空き家対策法定協
議会の令和7年度設置
に向けた準備を行いま
す。
●10月 「空き家対策
に関する今後の方針」
の作成

最
終

福島県、近隣自治体から引き続き空
き家対策に関する情報収集を行いつ
つ、令和7年度以降に取り組む空き
家対策についてまとめた「空き家対
策に関する今後の方針」を作成しま
した。

Ａ

本町の空き家数につい
て実態調査を行い、現
状の把握に努めます。
また、「空き家対策法
定協議会」を設置し、
空き家対策推進のため
に必要な事項の協議を
図るとともに、本町の
空き家対策を総合的か
つ計画的に実施するこ
とを目的とした「空き
家対策計画」を策定し
ます。

③空き家等対策
への対応方針の
検討

本町の空き家対策に
関する現状と課題を
整理し、空き家の有
効活用、適切な管理
及び除却の推進を図
ることを目的に、空
き家対策法定協議会
の令和7年度設置に向
けた準備を行いま
す。

●5月 空き家対策の
現状と課題をまとめ
た「空き家対策に関
する今後の方針」を
作成し、関係機関と
の協議を行います。
●空き家対策法定協
議会の設置に向け、
他自治体の取り組み
事例の情報収集、及
び福島県との協議を
行います。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

まちづくり団体支援事業の第2回審査
会を実施し、補助金の交付を行いまし
た。
●4月 第1回審査分補助金交付 7団体
●6月 第2回審査会 1団体
　　  第2回審査分補助金交付 1団体
●随時 まちづくり団体支援事業の募
集（ホームページ）

Ｂ⁺

●10月 行政区長宛てに町
に対する要望等について
送付
●12月 各種要望等に対す
る回答まとめ
●随時　引き続き、まち
づくり団体登録制度の情
報提供を行います。
●11月 次年度分のまちづ
くり団体支援制度につい
て、広報やぶき、ホーム
ページ等により募集を行
います。（第1回分）

最
終

提案のあった8団体に対し助成金総額
2,084,492円を交付し、協働のまちづくりを推
進しました。

【令和6年度補助団体】
・草友会
・一般社団法人里山創生やぶき
・矢吹町文化財保護研究会
・やぶきSDGs懇話会
・SOUTH FUKUFIMA COFFEE TIME!実行委員会
・特定非営利活動法人ふれっしゅ・すてーじ
・NANAIRO
・矢吹町バンド連合会

Ａ

●随時　引き続き、ま
ちづくり団体登録制度
の情報提供を行いま
す。
●各行政区からまちづ
くりに関する困りごと
や相談、要望等のとり
まとめを行い、計画的
に協議検討を行いま
す。

④協働のまちづ
くりの支援

協働のまちづくりの
推進を図るため、
「自助・共助・公助
の考え方」のうち、
共助における協働範
囲の拡充、町民・職
員の意識醸成を図
り、協働の核となる
行政区の持続的な活
動をサポートするた
め、区長会事業をは
じめ、地域まちづく
り団体の地域課題、
社会課題の解決に向
けて支援します。
また、各行政区から
まちづくりに関する
困りごとや相談、要
望等のとりまとめを
行い、計画的に協議
検討を実施し、更な
る地域づくりが行え
るようサポートしま
す。

●7月 町に対する要
望等のとりまとめ
●9月 各要望等に対
する回答
●随時
・まちづくり団体登
録制度の運用による
官民の各種助成制度
等の情報提供を行い
ます。
・行政区、まちづく
り団体の活動を広報
やぶき、ホームペー
ジを用いて周知し、
各種助成制度の啓発
を推進します。
・民間企業等とのボ
ランティア活動を含
めた協働のあり方を
検討します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

・水素関連産業新規参入を目指す
「チームやぶき」の定例会に毎回参
加し、各自事業者や関係機関と情報
共有を行いました。
・予定していた事務については、当
初から実施時期を再調整し、内容に
ついても検討を進めました。

Ｂ⁺

・温室効果ガス削減に向けた
取り組み推進を図るため、町
民、事業者に向け周知・PRを
実施します。
・矢吹町地球温暖化対策推進
委員会を開催し、事務事業や
公共施設における温室効果ガ
ス排出削減の取り組みを推進
します。
●10月 やぶきフロンティア
祭りでの展示、ゼロ・カーボ
ン宣言
●11月 矢吹町地球温暖化対
策実行計画（区域施策編）の
周知・PR
・概要版のチラシを全戸配布
・広報、ホームページ、公式
LINE等に掲載
●11月 地球温暖化対策推進
委員会の開催

最
終

・やぶきフロンティア祭りにおいて
2050年脱炭素社会実現を目指す「ゼ
ロ・カーボン宣言」を行い、事業を周
知する展示を行いました。また、事業
をPRするチラシを作成し、全戸配布し
ました。
・「チームやぶき」の定例会及び福島
県が主催する「福島県水素モビリ
ティ・ステーション検討ワーキンググ
ループ」に参加し、水素の利活用につ
いて各事業者や関係機関と情報共有を
図りました。

Ａ

・引き続き事業の広報・
周知を行い、町民や事業
者に取り組みの推進を図
ります。
・全国の先進事例等を調
査し、矢吹町の実態や特
色を生かした施策につい
て検討を進めます。ま
た、その事業を実施する
ため、国の補助事業の活
用についても検討しま
す。

⑤脱炭素化に向
けた取り組み

矢吹町域から排出され
る温室効果ガス排出量
の削減に向け、本町の
現状や地域特性を踏ま
え、町・町民・事業者
等の各主体の割合に応
じた取り組みを総合的
かつ計画的に推進しま
す。
【温室効果ガス削減目
標】
・温室効果ガス排出量
の2030(令和12)年度の
削減 ⇒ 2013(平成25)
年度比50％減を目標と
します。
・温室効果ガス排出量
の2050年の削減目標 ⇒
温室効果ガス排出量実
質ゼロの「脱炭素社
会」の実現を目標とし
ます。
・目標削減の達成状況
につきましては、デー
タを集計し、数値化で
きましたら、定期的に
広報、ホームページ等
で公表します。

●6月 ゼロ・カーボ
ン宣言
●7月 矢吹町地球温
暖化対策実行計画
（区域施策編）の周
知・PR
・概要版のチラシを
全戸配布
・広報、ホームペー
ジ、公式LINE等に掲
載
●10月 やぶきフロン
ティア祭りでの展示

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①窓口業務での改善について係内で
協議し、番号札の導入や広域交付等
についてホームページに掲載し周知
等の対応をしました。

②利用者への対応において話に耳を
傾け、感情に配慮した接客及び迅速
かつ正確な対応を心掛けました。

Ｂ⁺
①②　研修参加などに
よる職員の育成及び総
合窓口会議開催による
改善点の洗い出し・検
討を進めていきます。

最
終

①窓口業務での改善について係内で
協議し、番号札の導入や広域交付等
についてもホームページに掲載し周
知等の対応をしました。

②利用者への対応において話に耳を
傾け、感情に配慮した接客及び迅速
かつ正確な対応を心掛けました。

Ｂ
①②　研修参加などに
よる職員の育成及び総
合窓口会議開催による
改善点の洗い出し・検
討を進めていきます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①総合窓口業務

①「町の顔」として
「明るく 丁寧で 親切
かつ 迅速」な対応
②利用者に寄り添った
接遇をし、ワンストッ
プサービス向上を図り
ます。

①窓口業務に関する知識や
技術の習得により、対応能
力の向上を図ります。
②説明・問合せ内容につい
て、職員間で情報を共有化
し、利用者がスムーズに手
続きできるように、窓口業
務改善及び丁寧な接遇に努
め、ワンストップサービス
の向上を図ります。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難

15

15



令和６年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

・日々の支出命令書等の確認時にお
いて、不備や誤りの指摘を適宜行
い、ミスの未然防止に努めました。
・支出命令書の提出期限を支払予定
日毎に周知しました。
・課長連絡会議で情報提供を行いま
した。

Ｂ⁺
来年度の予算担当者会
議資料の見直しを行い
ます。

最
終

・日々の支出命令書等の確認時にお
いて、不備や誤りの指摘を適宜行
い、ミスの未然防止に努めました。
・支出命令書の提出期限を支払予定
日毎に周知しました。
・課長連絡会議で情報提供を行いま
した。

Ｂ
来年度の予算担当者会
議資料の見直しを行い
ます。

中
間

月毎の定期的な支出予定額や調定さ
れた収入予定額の把握と併せて、金
融機関から提出される収支日計表を
元に残高の管理を行いました。

Ｂ⁺
年度末に向けて、引き
続き収支予定額と普通
預金残高の的確な把握
を行います。

最
終

月毎の定期的な支出予定額や調定さ
れた収入予定額の把握と併せて、金
融機関から提出される収支日計表を
元に残高の管理を行いました。

Ｂ

出納整理期間中は、新
年度と旧年度に分けて
の残高管理となるた
め、引き続き収支予定
額と普通預金残高の的
確な把握を行います。

②職員の財務事
務処理能力の向
上

所属における正確な事
務処理に対する認識の
徹底を図ります。

予算担当者会議資料の見直
し、誤りやすい事例や、例
月出納検査で指摘されたも
のについて情報提供しま
す。

③予算執行状況
の的確な把握

収支予定額を的確に把
握します。

四半期毎の予算執行計画書
を基にした支出予定額及び
各種交付金、補助金等の収
入予定日の確認を行いま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

・現状の課題・改善点について情報
共有及び意見交換を係内で実施しま
した。
・予約システムの導入に向け、戸籍
受付（婚姻・離婚・養子縁組・養子
離縁）及びマイナンバーカード臨時
交付窓口についての協議を行いまし
た。

Ｂ⁻

10月：総合窓口会議を
実施し、現状の課題・
改善点について情報共
有及び意見交換を実施
します。
11月：戸籍受付（婚
姻・離婚・養子縁組・
養子離縁）について予
約システムを導入しま
す。
11月：マイナンバー
カード臨時交付窓口に
ついて予約システムを
導入します。

最
終

・総合窓口会議を実施し、次年度の
スケジュール確認と現状の課題・改
善点について情報共有及び意見交換
を実施しました。
・令和7年4月からマイナンバーカー
ドの予約システムを導入することで
調整しました。

Ｂ

・通年：総合窓口会議
を実施し、現状の課
題・改善点について情
報共有及び意見交換を
実施します。

・4月～5月：マイナン
バーカード臨時交付窓
口について予約システ
ムを導入します。

④総合窓口のあ
り方

現状の課題（混雑時に
待ち時間が発生しやす
い、サービスの多様性
により情報整理が困
難）を精査し、利用者
のニーズ（行政手続き
の簡素化・迅速化・情
報のわかりやすさ）に
あった総合窓口のあり
方を検討します。

・総合窓口会議を実施し、
現状の課題・改善点につい
て、情報共有及び意見交換
を図ります。
・戸籍受付（婚姻・離婚・
養子縁組・養子離縁）につ
いて、予約システムを導入
します。
・マイナンバーカード臨時
交付窓口について、予約シ
ステムを導入します。
・ワンストップサービスの
向上を図るため、総合窓口
会議でより効果的な対応策
を検討します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①年間行動計画に基づき行動しました。
②対象者に対し、催告書を送付しました。
③納税相談を行い、早期に滞納税が完納となるため
の解決策の提案を行いました。
④効率的な財産調査を心掛け、厳正に滞納処分を実
施しました。
⑤毎月1回時効管理会議を開催し、時効中断における
管理方針について協議しました。
⑥保健福祉課と連携し、各保険料の納付周知に努め
ました。
⑦白河地方広域市町村圏整備組合滞納整理課へ40名
の移管を行い、うち、4名が完納となりました。（8
月末日現在）
⑧福島県県南地方振興局県税部に18名の引継を行
い、うち、2名が完納となりました。（8月末日現
在）
⑨福島県及び白河地方広域市町村圏整備組合滞納整
理課主催の徴収事務研修に参加し、知識の習得に努
めました。

Ｂ⁺

町税等の現年度分・過
年度分についての収納
率向上のため、適正な
催告書の送付、効率的
な財産調査を行い、納
税が不履行の滞納者に
対しては厳正に滞納処
分を実施します。
また、無財産で納付資
力のない滞納者につい
ては、執行停止を行い
ます。

最
終

①年間行動計画に基づき行動しました。
②対象者に対し、催告書を送付しました。
③納税相談を行い、早期に滞納税が完納となるため
の解決策の提案を行いました。
④効率的な財産調査を心掛け、厳正に滞納処分を実
施しました。
⑤毎月1回時効管理会議を開催し、時効中断における
管理方針について協議しました。
⑥保健福祉課と連携し、各保険料の納付周知に努め
ました。
⑦白河地方広域市町村圏整備組合滞納整理課へ40名
の移管を行い、うち、11名が完納となりました。（1
月末日現在）
⑧福島県県南地方振興局県税部に18名の引継を行
い、うち、10名が完納となりました。（2月末日現
在）
⑨福島県及び白河地方広域市町村圏整備組合滞納整
理課主催の徴収事務研修に参加し、知識の習得に努
めました。

Ａ

町税等の現年度分・過
年度分についての収納
率向上のため、適正な
催告書の送付、効率的
な財産調査を行い、納
税が不履行の滞納者に
対しては厳正に滞納処
分を実施します。
また、無財産で納付資
力のない滞納者につい
ては、執行停止を行い
ます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①債権管理の適
正化

効率的かつ効果的な徴
収を実施するため、年
間行動計画を策定

①滞納処分等の年間行動計画の
策定
②文書催告の実施
　毎月催告書を送付
③納税相談の実施
　随時、納税相談を行い、収入
状況に応じた納付方法について
一緒に解決策を検討
④厳正な滞納処分の執行
　財産調査等を行い、差押等の
実施
⑤時効管理会議の開催
　滞納者に対する年度内の滞納
処分の方針決定及び時効中断に
ついて協議
⑥関係各課との連携
　各保険料を所管する保健福祉
課との連携
⑦白河地方広域市町村圏整備組
合滞納整理課への徴収事務の移
管
　徴収困難な滞納整理事案を選
定し、引継事務及び引継後の連
携の実施
⑧地方税法第48条に基づく福島
県への徴収引継依頼の実施
　町県民税滞納者を選定し、移
管事務及び移管後の連携の実施
⑨職員の徴収事務能力の向上
　徴収事務研修及びOJTによる知
識習得・折衝能力の向上

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①毎月、町税等の収入状況、差押実
績、広域圏滞納整理課の徴収実績に
ついて、町長に報告を行いました。
②毎月、町税等の滞納整理状況につ
いて、矢吹町ホームページに掲載し
ました。

Ｂ⁺

町税等の収入状況等に
おける町長報告につい
て、毎月遅滞なく報告
します。
また、町税等の滞納整
理状況についても広報
やぶき（12月号）、矢
吹町ホームページに掲
載します。

最
終

①毎月、町税等の収入状況、差押実
績、広域圏滞納整理課の徴収実績に
ついて、町長に報告を行いました。
②毎月、町税等の滞納整理状況につ
いて、矢吹町ホームページに掲載し
ました。また、広報やぶき12月号に
おいても掲載しました。

Ａ

町税等の収入状況等に
おける町長報告につい
て、毎月遅滞なく報告
します。
また、町税等の滞納整
理状況についても広報
やぶき、矢吹町ホーム
ページに掲載します。

②滞納整理
滞納処分の状況等につ
いて定期的な報告

①滞納整理状況の町長報告
　町税等の収入状況、差押
実績、広域圏滞納整理課の
徴収実績を毎月報告
②町税等の滞納整理状況を
掲載
・広報やぶき（年1回）
・矢吹町ホームページ（毎
月）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①個人住民税特別徴収、定額減税、軽JNKS（軽自動
車税納付確認システム）、軽OSS（ワンストップサー
ビス）について、ベンダーや地方税共同機構と連携
し対応しました。
②令和７年度基幹業務システム標準化移行への帳票
調査検討を行いました。
③自動化及びアウトソーシングが可能と思われる定
型事務の洗い出しを実施しました。
④デジタル化による業務効率化を図るためシステム
の構築を行いました。
・法務局と覚書を締結し、国の登記連携システムへ
の接続を行いました。
・土地調査及び家屋評価をタブレットを利用し事務
を効率的に遂行しました。
・受付予約システムの活用について関係課と協議し
ました。
・キャッシュレス決済、web口座振替受付システム利
用促進のため、広報やぶき掲載のほか、ホームペー
ジの充実及び納付書発送用封筒の見直しを行いまし
た。

Ｂ⁺

自動化及びアウトソー
シングが可能と思われ
る定型事務について
は、来年度からの運用
開始に向け、ベンダー
と協議をし、必要な整
備を行います。また、
業務の効率化を図るた
め、デジタル活用の事
業の調査・検討を行い
課題等を整理しながら
民間委託等を推進しま
す。

最
終

①個人住民税特別徴収、定額減税、軽JNKS（軽自動
車税納付確認システム）、軽OSS（ワンストップサー
ビス）について、ベンダーや地方税共同機構と連携
し対応しました。
②令和７年度基幹業務システム標準化移行への帳票
調査検討を行いました。
③自動化及びアウトソーシングが可能と思われる定
型事務の洗い出しを実施しました。
④デジタル化による業務効率化を図るためシステム
の構築を行いました。
・国の登記連携システムを活用し、リアルタイムで
登記情報の取込みが可能となりました。
・土地調査及び家屋評価をタブレットを利用し事務
を効率的に遂行しました。
・受付予約システムの活用について関係課と協議し
ました。
・キャッシュレス決済、web口座振替受付システム利
用促進のため、広報やぶき掲載のほか、ホームペー
ジの充実及び納付書発送用封筒の見直しを行いまし
た。

Ａ

自動化及びアウトソー
シングが可能と思われ
る定型事務について
は、来年度からの運用
開始に向け、ベンダー
と協議し、必要な整備
を行います。また、業
務の効率化を図るた
め、デジタル活用の事
業の調査・検討を行い
課題等を整理しながら
民間委託等を推進しま
す。

③デジタル活用
による業務効率
化

①地方税の電子化
②税務システム標準仕
様への対応
③定型事務の自動化、
アウトソーシングの推
進
④業務の効率化を図る
ためのシステム化の推
進

①地方税の電子化（個人住
民税特別徴収・定額減税・
軽自動車手続き・eLTAX
等）へのシステム対応
②令和7年度基幹業務シス
テム標準化移行後の業務自
動化についてシステム業者
と協議
③自動化及びアウトソーシ
ングが可能と思われる定型
事務について、システム業
者と協議
④デジタル化による業務効
率化
・法務局との登記異動情報
のデータ連携（運用開始…
初年度）
・新統合型地理情報システ
ムによる土地調査・家屋評
価のタブレットを利用した
調査の実施
・受付予約システムの活用
・キャッシュレス決済、
web口座振替受付システム
利用の推進

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①1次予防について、各種事業を4月より開
始しています。予防接種事業については、
今年度より新規に実施する新型コロナウイ
ルス感染症予防接種の実施体制（10月1日よ
り開始）を構築しました。
②2次予防について、町民検診の個別検診を
7月から10月まで実施し、集団検診を8月下
旬から9月上旬まで実施しました。
町民検診の予約方法について、コールセン
ターへの電話がつながりにくかった点につ
いて、次年度以降改善のための検討が必要
ですが、ウェブ問診については、比較的順
調に導入することができました。
③3次予防について、10月下旬以降の実施に
向けた準備を進めています。

Ｂ⁺

①②今後も引き続き事業を実施
し、事業が終了したものについ
ては、結果の評価、次年度の事
業計画の検討を行います。
検診予約コールセンターの体制
について次年度に向けた検討を
行います。
②検診未受診者に対し、個別検
診や11月に実施する集団検診の
追加検診について受診勧奨を行
います。
③町民検診結果説明会の実施に
あたり、他の課や関係機関の協
力、連携により効果的で魅力あ
る説明会を開催できるよう体制
整備を行います。

最
終

①1次予防について、各種事業を4月より開始
し、健康増進を図りました。自殺対策につい
ては、自殺者の多い傾向のある60代男性（60
歳、65歳）に個別通知を発送し、相談先等の
周知を行いました。予防接種事業について
は、新型コロナウイルス感染症予防接種の個
別接種移行を滞りなく行うことができまし
た。
②2次予防について、町民検診の個別検診を7
月から10月まで実施し、集団検診を8月下旬か
ら9月上旬まで実施、11月に追加検診を実施し
ました。未受診者については、8月と10月に受
診勧奨の通知を発送しました。
町民検診の予約方法について、次年度につい
ては、予約方法の変更を検討し準備を進めて
いきます。
③3次予防について、町民検診結果説明会を行
い、重症化予防のための専門職の個別面接を
行いました。

Ｂ

①今後も引き続き事業を
実施し、町民の方の健康
増進を図ります。
②町民検診の予約方法を
変更し、受診しやすい体
制を構築します。
③関係機関等と連携し、
効果的で魅力ある説明会
を行えるよう体制整備に
取り組みます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①町民の健康増
進

予防医療の1次予防
（健康づくり）、2次
予防（疾患の早期発
見、早期治療）、3次
予防（疾患の治療、重
症化予防）に取り組
み、健康長寿の実現に
努めます。

①1次予防【通年】：ヘルス
アップ教室、ふくしま健民
パスポート、自殺対策､予防
接種
②2次予防【7月～2月】：町
民検診（特定健康診査、高
齢者健康診査、各種がん検
診）
③3次予防【10月～11月】：
町民検診結果説明会（重症
化予防に関する個別面談、
実技、医療機関への紹介状
発行等）
※2次予防、町民検診の受診
率向上のため、コールセン
ターとウェブによる予約方
法に変更するとともに、
ウェブ問診を導入し、受け
やすい体制を構築します。
また、未受診の方へ人工知
能を利用した受診勧奨通知
を発送し、受診率向上に努
めます。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

②特別会計保険
事業

各特別会計の適正かつ
安定した事業運営に努
めます。

①財政状況及び予算状況の
確認・管理
②被保険者数の推移分析
③医療費・介護給付費等の
推移分析

中
間

【国民健康保険特別会計】
①国民健康保険税
※現年度分　収納額／収納率
・R6年8月末：80,181,426円／27.41％
〔前年同月比1,920,026円増／0.26％増〕
②被保険者数
・R6年8月末：3,409人
〔前年同月比143人減〕
③医療費（療養給付費）
・R6年8月末：307,177,317円
〔前年同月比21,785,441円減〕

【介護保険特別会計】
①介護保険料
※現年度分　収納額／収納率
・R6年8月末：115,531,500円／31.48％
〔前年同月比5,117,800円増／1.83％減〕
②被保険者数
・R6年8月末：5,299人
〔前年同月比13人増〕
③介護給付費
・R6年8月末：493,675,724円
〔前年同月比16,691,665円増〕

【後期高齢者医療特別会計】
①後期高齢者医療保険料
※現年度分　収納額／収納率
・R6年8月末：45,861,700円／27.87％
〔前年同月比3,577,600円増／1.73％減〕
②被保険者数
・R6年8月末：2,777人
〔前年同月比73人増〕
③医療費（療養給付費）
・R6年8月末：623,373,886円
〔前年同月比13,716,830円増〕

Ｂ⁺

【国民健康保険特別会計】
・保険給付費や保健事業費の
状況、国民健康保険税の収納
状況、国県補助金や交付金の
状況、基金の管理、税率の検
討及び近隣市町村の動向等を
踏まえ、令和11年度に予定さ
れている国民健康保険税率県
内統一を視野に入れた事業運
営を行います。

【介護保険特別会計】
・被保険者数の増加等による
介護給付費の増加に対応する
ため、今年度より介護保険料
の基準月額を400円増額して
います。介護給付費や総合事
業費の状況、保険料の収納状
況、国県補助金、交付金の状
況、近隣市町村の動向等を確
認し、被保険者が介護サービ
スを安心して利用できるよう
適切な事業運営を行います。

【後期高齢者医療特別会計】
・令和6年12月2日以降、保険
証の新規発行がなくなりマイ
ナ保険証への移行がさらに加
速します。医療機関受診機会
の多い後期高齢者にとっても
大きな影響が生じると考えら
れることから、予算管理に加
え、被保険者に寄り添った事
業運営を行います。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

最
終

【国民健康保険特別会計】
①国民健康保険税
※現年度分　収納額／収納率
・R7年2月末：256,002,087円／87.15％
〔前年同月比 3,226,338円増／0.25％増〕
②被保険者数
・R7年2月末：3,249人
〔前年同月比 209人減〕
③医療費（療養給付費）
・R7年2月末：801,064,795円
〔前年同月比 12,581,867円増〕

【介護保険特別会計】
①介護保険料
※現年度分　収納額／収納率
・R7年2月末：308,465,500円／83.42％
〔前年同月比 28,371,377円増／0.59％減〕
②被保険者数
・R7年2月末：5,323人
〔前年同月比 33人増〕
③介護給付費
・R7年2月末：1,241,596,103円
〔前年同月比 23,091,694円増〕

【後期高齢者医療特別会計】
①後期高齢者医療保険料
※現年度分　収納額／収納率
・R7年2月末：143,396,200円／85.14％
〔前年同月比 16,902,652円増／1.65％減〕
②被保険者数
・R7年2月末：2,848人
〔前年同月比 115人増〕
③医療費（療養給付費）
・R7年2月末：1,570,619,511円
〔前年同月比 40,638,983円増〕

Ｂ

【国民健康保険特別会計】
・保険給付費や保健事業費の状
況、国民健康保険税の収納状
況、国県補助金や交付金の状
況、基金の管理、税率の検討及
び近隣市町村の動向等を踏ま
え、令和11年度に予定されてい
る国民健康保険税率県内統一を
視野に入れた事業運営を行いま
す。

【介護保険特別会計】
・被保険者数の増加等による介
護給付費の増額に対応するた
め、今年度より介護保険料の基
準月額を400円増額しました。
その結果、保険料収入は2月末
現在、前年同月比2,300万円増
となりました。なお、国県補助
金、基金残高等の状況を踏ま
え、円滑に介護保険サービスを
給付できるよう事業運営を行い
ます。

【後期高齢者医療特別会計】
・令和6年12月2日以降、保険証
の新規発行がなくなりマイナ保
険証への移行がさらに加速する
こととなりました。医療機関受
診機会の多い後期高齢者にとっ
ても大きな影響が生じると考え
られ、被保険者数は増加傾向に
あることから、予算管理に加え
て被保険者に寄り添った事業運
営を行います。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①②民生児童委員の訪問活動では、
熱中症に関するチラシを配布し注意
喚起するとともに見守りを行いまし
た。また、必要と思われる方に高齢
者福祉サービス（緊急通報システム
も含む）を説明し利用を促しまし
た。
③二次元コードシールの導入につい
て、調査、検討を行いました。
④IoT機器による見守りの体制につ
いて現在導入している機器を踏まえ
調査・検討を行いました。

Ｂ⁻

・被保険者数の増加等によ
る介護給付費の増加に対応
するため、今年度より介護
保険料の基準月額を400円
増額しています。介護給付
費や総合事業費の状況、保
険料の収納状況、国県補助
金、交付金の状況、近隣市
町村の動向等を確認し、被
保険者が介護サービスを安
心して利用できるよう適切
な事業運営を行います。

最
終

①②民生児童委員の訪問活動におい
て、見守りが必要な高齢者の見守り
を行いました。また、高齢者福祉
サービス等を説明し、利用を促しま
した。
③障がい者による二次元コードシー
ルの導入については、人による見守
りが必要であることから導入を見送
りました。
④IoT機器による見守り体制につい
て、現在導入されている機器を拡充
しました。

Ｂ

①今後も引き続き民生児童
委員の協力により見守り訪
問活動を行います。
②民生児童委員の訪問活動
において、制度が必要な方
へ利用の周知に努めます。
③④今後も見守りサービス
の充実を図るため、ニーズ
や資源の把握に努めます。
介護ロボット・ICT機器に
つきましても事業所への積
極的な情報提供を行い、利
用を促していきます。

③高齢者、障が
い者支援

高齢者及び障がい者が
安心して暮らせるよう
見守りサービスの充実
と民生児童委員等の支
援者や介護者の負担の
軽減を図ります。

①民生児童委員の訪問活動
②緊急通報システムの推進
③二次元コードシール導入
の調査・検討
④IoT機器による見守り体
制の調査・検討

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①施設の魅力度の向上
【温水プール】
・トレーニング機器を6月に4台増設し
ました。（うち指定管理者による増設3
台）
・温水プール入館者数（4～8月）
　令和5年　13,841人
　令和6年　22,640人
・トレーニング室利用者数（4～8月）
　令和5年　　707人
　令和6年　2,777人
・監視カメラ設置工事の設計を発注し7
月に完了しました。
②施設利用料の見直しについて同様施
設の調査及び検討を行いました。

Ｂ⁺

①監視カメラ設置工事
について10月下旬に発
注し、年度内の完成を
目指します。
②料金の見直しに向け
て更なる調査、検討を
進めます。

最
終

①施設の魅力度の向上
【温水プール】
・入館者数（4月～2月）
　令和5年度 41,223人
　令和6年度 48,704人
・トレーニング室利用者数（4月～2
月）
　令和5年度　2,693人
　令和6年度　7,486人
・監視カメラ設置工事を令和7年2月末
に完了しました。
②施設の利用料の見直しに向け検討を
行いました。

Ｂ

①施設の魅力度の向上
について、指定管理者
と協議を行いながら利
用者の増加につながる
事業やイベントを行い
ます。
②料金の見直しについ
て進めます。

④健康センター
の指定管理

施設の魅力度を向上
し、入館者数の増加を
図ります。また、施設
使用料の適正価格につ
いて調査、検討を行い
ます。

①施設の魅力度の向上
【温水プール】
　トレーニング機器の増設
　監視カメラの設置
②施設利用料の適正価格に
ついて調査・検討

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①全国の事例について調査を行いま
した。
②未実施
③未開催

Ｂ⁺

①PFI手法の導入事例
について調査し検討し
ます。
②今後の施設の方向性
が決まり次第、地権者
等と協議を進めます。
③今後の施設の方向性
等の進捗により健康セ
ンター運営審議会を開
催します。

最
終

①PPP/PFIセミナーへ参加し、手法
の導入事例について研鑽を図りまし
た。
②未実施
③未開催

Ｃ

①引き続き、調査・検
討を行います。
②今後の施設の検討状
況により、地権者及び
隣接地権者と協議を行
います。
③今後の施設の検討状
況により健康センター
運営審議会を開催しま
す。

⑤あゆり温泉の
あり方

施設、設備の長寿命化
改修工事や擁壁改修工
事を踏まえた施設全体
の将来展望について、
協議、検討を行いま
す。

①あゆり温泉のあり方につ
いて、民間活力導入も含め
た調査、検討
②地権者及び隣接地権者と
の協議
③健康センター運営審議会
の開催

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①5月24日に総会を実施し、適時役員会
も行いながら今年度事業として講演会
の開催や、視察研修会の実施に関する
調整を行いました。

②国、県と遊水地の安全安心な整備に
ついて適宜打合せを行い、今年度協議
会として国に要望を行うためのアン
ケート調査を行いました。

③今年度より農地利用に関する連絡調
整会議に参加し、作業部会を調整し利
活用に係る具体の検討を進めました。
また、遊水地の適正な維持管理につい
て、7月30日に福島河川国道事務所へ3
町村要望を行いました。

Ｂ⁺

①山形県大久保遊水地での
視察研修、福島大学の川越
教授による講演会を実施し
ます。

②国による地域住民への事
業説明会を調整実施し、福
島河川国道事務所に対し、
今年度要望を実施します。

③引き続き連絡調整会議と
作業部会を調整し具体の検
討を進めるとともに、遊水
地の適正な維持管理に関し
国に対して継続的な要望を
行っていきます。

最
終

①総会や視察研修、福島大学川越教授
と連携した講演会の開催など、年間を
通して三城目地区遊水地対策協議会と
連携した活動を行いました。

②協議会役員会を定期的に開催し、地
域の要望や意見の取りまとめを行い、
要望書だけではなく、国へ積極的に意
見を出しました。

③利活用検討会や作業部会で出された
アイデアや意見を出し合い、持続可能
な利活用案について検討しました。

Ａ

①引き続き協議会活動に対
し密な連携を行い、安心・
安全な地域づくりの活動を
行います。

②令和10年完成予定の遊水
地事業であり、地域住民の
声を受け止め危機感をもっ
て国へ要望活動等を行いま
す。

③地内利活用について、
様々なアイデアを出し合い
ながら持続可能な提案を行
います。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①遊水地整備

①遊水地内外（地域全
体）の安全・安心の確
立に努めます。

②流域治水を実現する
ため、地域住民からの
要望を国、福島県へ伝
えます。

③地域住民や流域全体
にとって喜ばれる遊水
地土地利活用計画を検
討します。

①三城目地区遊水地対策協
議会の活動に年間を通して
支援し、遊水地内外（地域
全体）の安全・安心の確立
に努めます。

②地域住民の要望を継続し
て国、県へ確実に繋ぎ、地
域の安全安心な生活環境を
構築します。

③遊水地利活用検討が行わ
れるよう調整業務に努め、
景観等付帯する課題の洗い
出しや適正な維持管理を見
据えた整備を実現します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①4月に一般社団法人日本食農連携機構と
包括連携協定を締結したことで連携をこ
れまで以上に強化し、機構の人的、知的
資源を活用しながら地域における農業の
課題について協議しました。

②農業経営や農業ビジネス等を専門講師
から学ぶ、「シン・魁！農業塾　～若い
農業経営者育成プログラム～」の開催に
向けて調整を図りました。10月から毎月1
回程度開催します。（全5回）

③先進的な事例を調査・研究し農業発展
の施策の考案を行いました。

Ｂ⁺

①引き続き双方の情報
共有により、課題解決
に向けて連携を強化し
ていきます。

②10月から毎月1回程度
農業塾を開催し、若手
農業者育成を図りま
す。

③地域農業の課題解決
のための施策を調査・
研究していきます。

最
終

①毎月1回程度定例会を開催し、町の農業
課題や取り組みについて情報共有を実施
しました。

②シン・魁！農業塾と命名した、農業経
営者育成プログラムを、テーマに沿って5
回開催しました。講師の方々のわかりや
すい講義によって参加した塾生もやる気
に満ち溢れ、自身の経営に反映していた
だけると感じました。

③機構が年数回開催する、アグリビジネ
ス研究会で、農業情勢や先進的事例の講
演会に参加しました。先進事例を調査研
究し町農業振興を図りました。

Ａ

①来年度についても引
き続き連携強化を図
り、農業振興に向けた
施策を検討していきま
す。

②農業塾について、引
き続き来年度も開催
し、若い農業者の育成
を実施します。

③引き続き機構と連携
を強化し、農業振興を
図っていきます。

②食農連携機構
との連携強化

①双方が有する情報や
ネットワーク、知的・
人的財産を活用し、連
携・協力しながら諸施
策に取り組みます。

②地域の強力なリー
ダーを育成します。

③町の農業活性化に向
けた施策を展開しま
す。

①5月：包括連携協定締結

②農業経営やマネジメン
ト、流通、財務、人材等に
ついて、年間を通して学ぶ
場を提供する「若い農業経
営者育成プログラム」を実
施します。

③先進的な事例をもとに調
査・研究について連携しま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①8月に地権者へ農地の利用状況に
関する意向調査を実施し、当該地区
の農地利用の可能性について農業法
人等の6事業者にヒアリングを実施
しました。

②衛星データを活用した耕作放棄地
の可視化を目的とした実証事業に参
画し、耕作放棄地解消に向けて協
議・検討を行いました。

Ｂ⁺

①意向調査を基に農地
利用希望者や地元関係
者と協議を実施し、耕
作放棄地の状況等を踏
まえ基本構想の策定を
検討します。

②町内の耕作放棄地を
調査・現状把握をしな
がら担い手と農地の
マッチングを行いま
す。

最
終

①意向調査の結果を基に農地の貸出
希望をデータ等に整理し、貸し借り
がスムーズに行えるような仕組みづ
くりを検討しました。

②調査により把握した耕作放棄地の
解消に向け、地域関係者と協議を行
い、借受を希望する農業法人のヒア
リングを実施しました。

Ａ

①意向調査結果を基
に、貸し手と借り手の
マッチングに努め、農
地利用を促進します。

②貸し手の調査、借り
手のヒアリングを継続
し、耕作放棄地の解消
に努めます。

③土地改良区除
外農地の活用調
査

①白山・神田地区にお
ける持続可能な農地活
用の基本構想策定

②町内耕作放棄地の解
消

①地権者へ意向調査を実施
し、参入希望事業者等への
ヒアリングを通して効果的
な農地の活用方法を検討
し、持続可能な農地活用に
関する基本構想を策定しま
す。

②白山・神田地区をモデル
地区として、町内全体の耕
作放棄地解消に向けた体制
づくりを検討します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

町内8集落9回の地域計画策定にかか
る地域説明会を実施し、地域の理解
を深め、地域の課題等について話し
合いを行いました。

Ｂ⁺

町内19地区の地域計画
を策定するため、集落
毎の説明会を実施し、
将来目指すべき目標地
図、地域計画を策定し
ます。

最
終

町内18集落21回の地域計画策定にか
かる説明会を実施し、その結果を基
に町内19地区を18地区にまとめ、地
域計画の策定を行いました。

Ａ
策定した地域計画を基
に、計画を実現するた
めの進行確認等を行い
ます。

④農地利用に関
する地域計画の
策定

地域が将来目指すべき
農業の未来像の策定

地域農業の現状や課題を地
域全員で積極的に話し合う
ことで、課題解決のために
何が必要なのか見つけ出
し、将来目指すべき姿とし
て目標地図を作成します。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①森林整備の委託契約を8月1日に締
結し、地域関係者との協議を行いま
した。

②三鷹市が整備予定地を9月7日に視
察し、今後の活用方法について協議
を行いました。

③7月10日に森林環境譲与税の活用
に係る連携協定を締結しました。

Ｂ⁺

①三十三観音史跡公園
及び周辺森林約2haの下
刈・間伐を実施しま
す。

②次年度の整備方針及
び活用方法について、
三鷹市と協議します。

③CO₂認証申請につい
て、福島県・三鷹市と
協議します。

最
終

①三十三観音史跡公園及び周辺森林
約2haの下刈・間伐を実施しまし
た。

②次年度の植樹に向けて、三鷹市や
地元関係者と協議を実施しました。

③本年の整備の結果、二酸化炭素吸
収量3.49ｔが認証され、三鷹市の二
酸化炭素が矢吹町の森林整備により
相殺されました。

Ａ

①適切な森林整備、保
全に努め、未来へつな
ぐ森づくりを推進しま
す。

②三鷹市の子どもによ
る植樹活動を実施し、
森林環境教育の醸成を
図ります。

③下刈りや植樹等によ
り、継続的な管理を行
い、更なる二酸化炭素
吸収量の増加を図りま
す。

⑤カーボンオフ
セット事業

①三鷹市の二酸化炭素
（CO₂）排出量を矢吹
町の森林で吸収し、二
酸化炭素（CO₂）量を
相殺するカーボンオフ
セット事業の実施

②森林環境譲与税の活
用方法の検討

③二酸化炭素（CO₂）
吸収量の認証申請・認
定

①三鷹市の二酸化炭素（CO
₂）排出量を矢吹町で吸収
するため、三鷹市から譲与
される森林環境譲与税を活
用して三十三観音史跡公園
及び周辺森林の森林整備を
行います。

②整備した森林を活用した
三鷹市民及び矢吹町民双方
の交流を深めるためのイベ
ント等について、三鷹市や
地域と協議検討します。

③4～5月：三鷹市との協定
書締結
6～12月：森林整備（三十
三観音史跡公園及び周辺森
林）
1～2月：二酸化炭素（CO
₂）認証申請・認定（三鷹
市⇔福島県）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①7月に首都圏4社へのトップセール
スを展開しました。また、町内企業
へ随時訪問し、業況把握や課題解決
に向け各種取り組みを実施しまし
た。
②4月に企業立地課等関係機関を訪
問し、今後の取り組みや県との更な
る連携強化を確認しました。また、
8月に企業立地セミナーに参加し、
本町をアピールしました。

Ｂ⁺

①後期も首都圏等に所
在する企業へのトップ
セールスを実施しま
す。
②今後も進出用地の紹
介等を県企業立地課や
東京事務所等と連携し
ながら行います。
また、工業団地造成の
可能性調査を引き続き
実施します。

最
終

①11月に首都圏4社へのトップセー
ルスを展開しました。また、町内企
業の増設や設備投資に関する支援も
実施しました。（1社）
②町内の進出適地について、県企業
立地課と連携し、企業へのPRや国と
の協議を随時行いました。

Ｂ

①令和7年度も首都圏
等に所在する企業への
トップセールスを実施
します。
②引き続き県企業立地
課等と連携し、町内の
進出適地をPRしていき
ます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①企業誘致

①新規企業の誘致並び
に既存企業の事業拡大
への支援
②雇用拡大による町民
生活の安定と向上、町
への定住・移住者増加

①既存企業訪問（進出企業
の場合、本社も含む）によ
る情報共有
　工場適地調査の実施によ
る新規用地開発の可能性の
模索
②県企業立地課、東京事務
所、大阪事務所等関係機関
との情報共有（在京・在阪
企業等の紹介・訪問）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①新規返礼品を約120件登録し、事業
者からの許可を得た画像については、
全て改修を実施しました。また、
Yahoo！の広告掲載も実施し、本町ふ
るさと納税の周知を行った結果、9月
末時点で19,593千円の寄附受入があ
り、昨年度の寄附額を超える寄附を集
めることができました。
②9月末現在、5社から合計180万円の
寄附をいただきました。
③カブトエビ米のブランド化に向け、
コンセプトやPR方法について検討を重
ねました。

Ｂ⁺

①下半期では、農家の野菜
詰め合わせや、日用品類の
登録に向け事業者との交渉
を進めます。また、新規サ
イトのオープンに向けた取
り組みも実施しさらなる寄
附の獲得に向けて取り組み
ます。
②後期も首都圏等へのトッ
プセールスを実施し、寄附
額の増加に努めます。
③カブトエビ米のPR素材
や、パッケージの制作を実
施し、収穫したカブトエビ
米を販売します。

最
終

①新規返礼品を約190件登録し、新たな
ポータルサイトとしてANAのふるさと納税
での寄附受付を開始しました。また、12
月には各種PRを実施し、3月末現在、全国
から6,000万円を超える寄附を集めまし
た。
②3月末現在で5社から180万円の寄附をい
ただきましたが、令和7年度に新たに数社
からの寄附の打診がある状況です。
③カブトエビ米のブランド化に向けて、
新ブランド名「カブトエビと育むやぶき
のお米」やコンセプトの決定、パッケー
ジロゴ等の制作を実施しました。

Ａ

①目標寄附額を１億円に
設定し、各種ポータルサ
イトへのアクセス数の増
加を図り、本町の魅力を
さらにPRしていきます。
②令和7年度も首都圏等へ
のトップセールスを実施
し、寄附額の増加に努め
ます。
③新パッケージで、首都
圏やふるさと納税にてPR
を実施していきます。

②ふるさと納税
の充実

①ふるさと納税による
地場産品等のPR、自主
財源の確保
②企業版ふるさと納税
による企業のPR、自主
財源の確保
③カブトエビ米による
地域ブランド化の推進

①寄附額3,000万円を目標額
とし、そのための対策とし
て、新規返礼品の開拓（100
商品）やサイト掲載画像の
改修、各種広告掲載等を実
施
②寄附額5,000万円を目標額
とし、企業側の利益や企業
側の要望に応えられるよ
う、企業訪問を継続的に実
施
③カブトエビ米のブランド
化及び販売に向け、パッ
ケージ制作、イベントでの
PRを実施

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①県南地域の市町村と合同で首都圏の
イベントに出展し、交流人口の増加を
図ったほか、都内で開催された移住イ
ベントに出展し、移住希望者に対する
町のPRとニーズ調査を行いました。
②広報やぶきやホームページを利用し
たPRを行い、登録物件の充実を図りま
した。（9月末現在：新規登録2件、準
備中2件）
③県と連携した観光集客事業に参加し
たほか、「ふくしまデスティネーショ
ンキャンペーン」に向けた新たな観光
イベントの企画立案を行いました。

Ｂ⁺

①10月から12月にかけて首
都圏内で開催される移住イ
ベントに出展し、継続して
町のPRと移住希望者のニー
ズ調査を行います。
②不動産事業者と連携し、
空き家バンクの登録物件の
充実と利用者登録の増加を
図ります。また、空き家バ
ンクを活用した補助制度の
PRを行います。
③継続して県との連携事業
に取り組むとともに、「ふ
くしまデスティネーション
キャンペーン」に向けた観
光イベントについて県との
調整を行います。

最
終

①首都圏内で開催された移住イベン
トで、11月には福島県に限定した移
住相談会、12月には国内最大級の移
住定住イベントに参加し、町のPRと
移住者のニーズ調査を行いました。
②不動産事業者との連携やPR活動に
より、登録物件の充実を図りまし
た。（2月末現在：新規登録3件、準
備中1件、審査中1件）
③次年度のプレ・デスティネーショ
ンキャンペーンに向けて、新たな観
光イベントを検討しました。

Ｂ

①県の補助金等を活用しな
がら、ニーズ調査の結果を
反映させた移住体験ツアー
の設計を行います。
②空き家バンクの登録物件
の充実と利用者登録の増加
を図ります。また、空き家
バンクを活用した補助制度
のPRを行います。
③継続して県との連携事業
に取り組むとともに、プ
レ・デスティネーション
キャンペーンの観光イベン
トの企画内容を検討しま
す。

③移住促進

①県内外からの移住人
口増加施策の検討
②空き家バンクを活用
した移住・定住支援制
度の拡充
③県との連携事業や国
補助金等を活用した観
光PRと交流人口増加施
策の検討

①観光を軸とした関係・交
流人口増加施策の検討と県
内外のイベント出展による
移住希望者の情報収集
②空き家バンク登録物件の
充実と、来て「やぶき」空
き家取得支援金を活用した
移住・定住支援制度のPR
③県事業（コードF、ふくし
まDC等）への参加による観
光客誘致と町内観光スポッ
トのPR及びフォロワー増加
の検討

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①農短大と連携してフロンティア農
園を開催し、子育て世代から高齢者
まで幅広い年代の地域交流の場を創
出しました。（11組22名）
②町や農短大が参画する「光南高校
魅力化向上推進委員会」の設立を支
援し、連携強化を図りました。
③観光分野の地域おこし協力隊の新
規募集を開始したほか、移住イベン
ト運営事業者のホームページ等に募
集記事を掲載し、周知を図りまし
た。

Ｂ⁺

①大学校、町の各イベン
トの情報を共有しながら
相互PRを行い、連携強化
を図ります。
②委員会の活動を支援
し、町イベントへの参加
や地域の賑わい創出に繋
がる事業を検討します。
③地域おこし協力隊の募
集について、民間事業者
が運営するマッチング
サービスへの登録を行
い、周知の幅を広げま
す。

最
終

①フロンティア祭りの校内PRや大学
校の学校祭の町広報での情報発信な
ど、相互PRによる連携強化を図りま
した。
②委員会が生徒に交付した高校生応
援助成金の町広報での周知やマスコ
ミへの情報提供など、情報発信に関
するフォロー全般を行いました。
③観光・情報発信分野で1名、事業
承継分野で1名の計2名の地域おこし
協力隊を採用しました。（R7.4.1着
任予定）

Ａ

①フロンティア農園や相
互PRを継続しながら連携
強化を図ります。また、
フロンティア祭りへの参
加協力を依頼します。
②委員会の活動を支援
し、町イベントへの参加
や地域の賑わい創出に繋
がる事業を検討します。
③地域課題の洗い出しを
行い、課題解決に繋がる
新たな地域おこし協力隊
の募集を検討します。

④地域の活性化

①連携協定に基づく農
業短期大学校との連携
事業の拡充
②光南高校との連携強
化及び連携事業の検討
③地域課題の解決に向
けた地域おこし協力隊
の募集、採用

①フロンティア農園を通し
た地域交流の促進と広報誌
やホームページを活用した
大学校、町の各イベントの
相互PR
②光南高等学校魅力化向上
推進委員会の設立と地域課
題の研究活動を通した若者
の視座から見た新たな賑わ
い創出事業の検討
③事業承継や観光・情報発
信をミッションとした地域
おこし協力隊の募集及び移
住イベント等でのPR

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①商工会青年部が主催する「矢吹
SDGsフェス」に参加し、ブースの出
店や運営補助として開催を支援しま
した。
②大正ロマンの館の利活用方針を検
討し、次期指定管理者の公募を開始
しました。
③駅指定管理者が主催するハッピー
サンデーの特別企画としてインバウ
ンドの観光を想定した企画立案の支
援を行いました。

Ｂ⁺

①連携会議を開催し、中
心市街地の活性化に向け
た合同企画の提案を行い
ます。
②次年度以降の指定管理
者の選定を行います。ま
た、大正ロマンの館を中
心としたイベントを開催
し、中心市街地の活性化
を図ります。
③上半期で企画したイン
バウンド向けイベントを
開催し、次年度以降の定
期イベントとなるよう検
証を行います。

最
終

①商工会青年部との意交換を行い、
官民連携の課題や魅力あるまちづく
りへの情報共有を図りました。
②次年度以降の指定管理者をプロ
ポーザル方式によって選定を行いま
した。また、建物の時代背景と親和
性の高いイベントを開催し、魅力の
再発見を図りました。
③11月のハッピーサンデーの特別企
画として、国際交流をテーマとした
外国人技能実習生等によるベトナム
料理の試食提供を行いました。

Ｂ

①連携会議や商工会青年
部との合同企画イベント
の開催を検討します。
②次期指定管理者と近隣
の施設と連携したイベン
ト等の企画を検討しま
す。
③ハッピーサンデーの開
催を継続的に支援し、プ
レ・デスティネーション
キャンペーンに向けて、
インバウンド観光を想定
した企画を検討します。

⑤中心市街地の
賑わい創出

①中心市街地連携会議
の充実とイベントの協
力開催の支援
②複合施設KOKOTTOと
大正ロマンの館の相互
利用及び中心市街地の
活性化イベントの検討
③駅観光案内所を中心
とした新たな地域活性
化イベントの支援

①会議メンバーの増強と協
力開催に向けた企画の提案
②大正ロマンの館の次年度
以降の利活用及び指定管理
方針の検討
③駅コミュニティプラザを
有効活用した賑わい創出と
高校生を中心とした若者の
アイディアを取り入れたイ
ベント開催の支援

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①国道4号拡幅計画について、事業
主体である国との協議を実施し、道
路網としての主要な路線について検
討を行いました。

②国道4号及び県道棚倉矢吹線の整
備状況の確認を行いました。

③一部案内対象施設の抽出及び調査
を行いました。

Ｂ⁺

①引き続き各種計画について
関係各課との協議・連携を図
ります。
②引き続き幹線道路の整備進
捗を確認しながら、交通形態
等を含めた道路状況の分析を
行います。
③引き続き案内対象施設の抽
出を行いながら、配置計画に
向けた調査を行います。
④住民、企業及び各種団体等
への聴取、ニーズ把握に努め
ます。
⑤関係各課及び都市計画審議
会に対し、構想案等の説明が
実施できるよう構想案の作成
に努めます。

最
終

①国道4号拡幅計画について、事業主体であ
る国との協議を実施し、道路網としての主
要な路線について検討を行いました。
②交通量調査結果を収集するなど各種道路
の現状等把握を行うとともに、主要な道路
軸となる国道4号及び県道棚倉矢吹線の整備
計画について関係機関と協議しました。
③対象施設の抽出及び設置個所の現地調査
を行い、案内標識の配置計画案を作成しま
した。
④将来の利便性向上を見据え、環状線の必
要性を位置付けた道路網の構想案を作成し
ました。
⑤上記④で作成した構想案について、関係
各課との合意形成を図りました。

Ａ

①引き続き各種計画につ
いて、関係各課と協議を
行います。

③案内標識設置の年次計
画作成に取り組みます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①道路網整備計
画

①国道4号拡幅、遊水地
整備等、各種事業計画と
道路網計画との整合

②各種道路の現状等把
握・分析

③わかりやすい案内標識
案の決定

④利便性向上が図れる道
路網構想案の作成

⑤構想案の共有・検証

①年間を通じ、国道4号拡幅、
遊水地整備、旧総合運動公園用
地のほか、農・商・工業に係る
各種計画について、関係各課と
の協議・連携を図ります。

②国道や県道を含めた幹線道路
における整備状況等の情報収集
を年度前半に行い、年度後半に
交通形態等を含めた分析を行う
とともに、国道及び県道におけ
る整備計画について道路管理者
との協議・調整を行います。

③年度前半については案内対象
施設等の抽出・調査を行い、年
度末までに表示内容を含めた配
置計画を作成します。

④子育て世帯を含めた地域住
民、企業及び町外各種団体等へ
の聴取を実施し、年度内に聴取
結果に基づくニーズの取りまと
めを行います。

⑤年度内に、新たな道路網の構
想案等について関係各課や都市
計画審議会等への説明を行いま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①広報等を通じて、住民説明会及び都市計画変更
に伴う公聴会の開催について周知を行いました。
・住民説明会：5月号回覧チラシ
・公聴会　　：8月号広報
②7月に矢吹町国道4号矢吹鏡石道路事業推進協議
会を開催し、住民説明会での意見、今後のスケ
ジュールについて情報共有を行いました。
③5月に国土交通省東北地方整備局、7月に国土交
通省（本省）を訪問し、矢吹鏡石道路の早期着工
及び町内における4車線化整備早期完了について
の要望活動を行いました。
④事業調整会議において、3者での協議を行い、
スケジュールに沿った事業推進を図りました。
⑤住民等からの意見や要望をとりまとめ、国への
要請を行うなど、課題等の解消に努めました。
⑥住民説明会での意見等について7月号広報によ
る周知の他、6月議会全員協議会において町議会
への報告を行いました。

Ｂ⁺

①引き続き事業進捗に合わせな
がら、広報及びホームページに
よる住民への周知を行います。
②必要に応じ、情報共有を図る
など、協議会との連携に努めま
す。
④国道4号に交差する町道や用
排水路等に関する各種協議を行
い、引き続き事業推進を図りま
す。
⑤引き続き国への協議・要望を
行い、住民の不安や課題の解消
に向けたサポートに努めます。
⑥事業進捗に合わせながら、必
要に応じ、住民への周知、町議
会や関連団体への報告を行いま
す。

最
終

①～③については中間までに実施済み。
④事業調整会議において、3者での協議を行
い、スケジュールに沿った事業推進を図り
ました。また、横断する排水系統について
調査を行いました。
⑤沿線地権者の要望内容を聴き取りし、事
業主体である国へ報告するほか、事業進捗
等の説明を行いました。その他、沿線企業
や事業所等に対し国と帯同のもと個別訪
問、協議を行うなど、地域住民等へのサ
ポートに努めました。
⑥都市計画道路の変更に関する公聴会の開
催結果について、9月議会全員協議会におい
て町議会への報告を行ったほか、11月号広
報による周知を行いました。

Ａ

①引き続き事業進捗に合わせ、
広報及びホームページによる住
民への周知を行います。
②必要に応じ、情報共有を図る
など、協議会との連携に努めま
す。
③引き続き、早期事業完了及び
供用開始に向けた要望活動を実
施します。
④国道4号に交差する町道や用
排水路、用地等に関する各種協
議を行い、引き続き事業推進を
図ります。
⑤引き続き国と連携しながら、
住民の不安や課題の解消に向け
たサポートに努めます。

②国道4号4車線
化

①住民等への事業周知

②矢吹町国道4号矢吹鏡
石道路事業推進協議会へ
の事業報告・協議

③要望活動の実施

④国・県等、関連機関と
連携した事業推進

⑤地域住民等の不安や課
題等解消

⑥説明会内容の周知（住
民、議会等）

①適時、広報やぶき及びホーム
ページにより、住民等への事業
周知を行います。

②矢吹町国道4号矢吹鏡石道路
事業推進協議会を開催し、事業
進捗等の情報共有を図るととも
に、連携し事業の推進に努めま
す。

③東北地方整備局等、国機関へ
の要望活動を行います。

④事業進捗に合わせ、国・県・
町の3者による事業調整会議を
開催し、意見交換を実施すると
ともに、交差する町道や用排水
路等に関する各種協議を行いま
す。

⑤住民説明会における意見等集
約を行い、必要に応じ国へ要望
を行うなど、地域住民や沿線住
民の不安や課題等の解消に向け
たサポートに努めます。

⑥説明会内容について、広報や
ぶき及びホームページを通じて
住民へ周知するとともに、町議
会や関連団体への報告を行いま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①委託請負者と課題解決等に向けた
協議を行いながら、適正な維持管理
を行いました。

②③賑わい創出、今後の観光資源と
しての価値や可能性調査に向け、事
業者及び関係各課との協議を行い、
課題の抽出、調査対象施設の洗い出
しや検討すべき内容の整理等を行い
ました。

Ｂ⁺

①今後も必要に応じ、委
託請負者との協議を行い
ながら、適正な維持管理
に努めます。
②利活用の方向性や、賑
わいづくり創出の手法等
について、関係各課との
協議を行うとともに、創
出案の共有を図ります。
③対象施設（キャンプ
場、エントランス、運動
広場等）について、可能
性の調査・把握を行い、
事業手法及びスキーム、
役割分担等について検討
していきます。

最
終

①委託請負者と課題解決等に向けた
協議を行いながら、適正な維持管理
を行いました。

②については中間までに実施済み。

③民間活力導入可能性調査業務委託
により、官民連携による管理運営の
可能性について4事業者より提案が
あり、聴き取りを行うなど事業手法
等の検討及び取りまとめを行いまし
た。

Ａ

①引き続き適正な維持
管理に努めます。

③官民連携による施設
の魅力向上に向けた事
業手法等の検討を進め
ます。

③大池公園の賑
わいづくりと適
正な維持管理

①適正な維持管理

②賑わいづくり創出案
の共有

③観光資源としての価
値の検証

①公園維持管理業務委託請
負者との協議を行いなが
ら、園内施設含め、適正な
維持管理に努めます。

②大池公園における利活用
の方向性や、賑わいづくり
創出の手法等について、関
係各課との協議を行うとと
もに、創出案の共有を図り
ます。

③民間活力導入可能性調査
業務委託により、観光資源
としての価値や可能性の調
査・把握を行います。（事
業手法、運営体制及び民間
事業者の発掘と参画）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①昨年度から引き続き、弁護士に債
権管理業務を委託しました。
継続委託分：11件
新規委託分：23件

②毎月、督促状の送付を行うととも
に、滞納者に対する納付相談を行い
ました。

Ｂ⁺

①引き続き、弁護士と
協議をしながら、滞納
者の実態調査を進め、
適切な債権管理を行い
ます。

②引き続き、滞納者へ
の積極的な折衝を行
い、分納誓約の徴取等
に努めます。

最
終

①弁護士と債権管理業務委託の契約
を締結し、催告等を実施しました。
（完済4件、不納欠損2件、債権放棄
1件、分納誓約2件、納付相談会相談
件数18件）

②滞納者に対し、毎月督促状の送
付、少額滞納者への電話催告を実施
しました。

Ａ

①引き続き、弁護士と
協議をしながら、滞納
者の実態調査を進め、
適切な債権管理を行い
ます。

②引き続き、滞納者へ
の積極的な折衝を行
い、分納誓約の徴取等
に努めます。

④住宅使用料等
の債権管理

①適切な債権管理

②入居者の公平性の確
保
　

①今年度も弁護士による債
権管理業務委託を継続し、
適切な債権管理を行いま
す。

②未納状況に応じ、督促、
催告、保証人への連絡によ
り納入相談等を実施し、分
納誓約書の提出等、計画的
な未納対策及び徴収事務を
行います。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①白河警察署と交差点に関する協
議、関係各課と工事工程に関する協
議を行いました。

②案内標識の設置場所の検討を行い
ました。

③工事請負契約を締結し、8月下旬
より現場に着手しました。現地立会
いや工程会議等を実施しました。

Ｂ⁺

①引き続き白河警察署
及び関係各課と協議・
連携を図ります。

②引き続き設置に向け
た検討を進めます。

③引き続き年度内の供
用開始に向けて、進捗
管理を行います。

最
終

①白河警察署と交差点に関する協
議、関係各課と供用開始時期及び工
事工程に関する協議を行いました。

②案内標識の検討を行い、現地へ設
置しました。

③令和6年度分の工事が1月に完了し
ました。接続する道路の地下埋設物
に不具合が確認されたことから、関
係課との協議により、令和7年度の
供用開始としました。

Ａ

①供用開始に向けて引
き続き白河警察署及び
関係各課と協議・連携
を図ります。

③令和7年度早期の供
用開始に向け、工事の
進捗管理を行います。

⑤東郷小松線の
整備

①事業の推進

②わかりやすい案内標
識の設置

③供用開始

①白河警察署及び関係各課
と計画的に協議・連携を図
ります。

②わかりやすい案内標識の
場所、大きさ、デザイン等
を検討し設置します。

③年度内の供用開始に向け
て、工事の進捗管理を行い
ます。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①水道施設については、配水管更新工事（曙
町地内、中野目地内）の発注を行いました。
下水道施設については、マンホールポンプ改
築更新工事（8箇所）の発注を行いました。農
業集落排水施設については、寺内処理場及び
中継ポンプ施設（3箇所）の改築工事を発注し
ました。

②経営戦略改定に係る研修会に参加し理解を
深め、業務委託の準備を進めました。

③水道について、県のアンケート調査により
現状の取り組みを確認するとともに、「福島
県水道広域化推進プラン」の具体化・充実化
に関して意見交換を行いました。
下水道について、大和久地区農業集落排水区
域の管渠接続工事（北浦地内）を発注しまし
た。

Ｂ⁺

①工期内完成に向けて、業
者と連携を図り取り組みま
す。

②年度内改定に向けて、業
務委託により改定作業に取
り組みます。

③継続して「福島県水道広
域化推進プラン」に基づき
ソフト事業の連携について
検討を重ねます。
工期内完成に向けて、業者
と連携を図り取り組みま
す。

最
終

①水道施設については、配水管更新工事
（曙町地内、中野目地内）を完了しまし
た。下水道施設については、マンホールポ
ンプ（8箇所）の改築更新工事を完了しまし
た。農業集落排水については、寺内処理場
及び中継ポンプ（3箇所）の改築工事を完了
しました。

②経営戦略改定について、業務委託により
策定しました。

③水道については、白河地域上下水道事業
研修会に参加し、情報共有及び意見交換を
行いました（2月）。下水道については、大
和久地区農業集落排水区域の管渠接続工事
（北浦地内）を完了しました。

Ａ

①主な事業として、水道につい
ては昨年度更新工事を行った中
野目地内の舗装本復旧工事を実
施します。下水道については、
マンホールポンプ及び制御盤の
更新を実施します。

②改定後の経営戦略に基づき、
安定的な公営企業経営に取り組
みます。
　
③継続して「水道事業の基盤強
化・広域連携に関する検討会」
に出席します。下水道について
は、大和久地区農業集落排水区
域の公共下水道編入に係るマン
ホールポンプ設置工事を実施し
ます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①水道、公共下
水、集落排水事
業の中長期的な
見直し

①各施設の適切な維持
管理を図るため、長寿
命化計画に基づき計画
的に施設更新に取り組
みます。

②持続可能な公営企業
経営を図るため、経営
戦略（水道、下水道）
の改定を行い、中長期
の安定的な経営を目指
します。

③施設等の維持管理経
費の削減を図るため、
地域の実情に応じた広
域連携について検討を
深めます。

①水道施設については、配水
管更新工事等に取り組みま
す。下水道施設については、
マンホールポンプ改築更新工
事等に取り組みます。農業集
落排水施設については、処理
施設及び中継ポンプ施設の改
築工事等に取り組みます。

②人口減少予測に伴う料金収
入減少の影響やアクションプ
ランや長寿命化計画等に基づ
く更新・投資事業を踏まえ、
経営戦略の年度内改定を行い
ます。

③水道については、「福島県
水道広域化推進プラン」に基
づき共同発注・共同委託のソ
フト連携等について検討を深
めます。（圏域別取組）
 下水道については、一部農
業集落排水区域の公共下水道
編入を推進します。大和久地
区農業集落排水区域におい
て、管渠接続工事を実施しま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①現業務委託について、課題の精査や
今後のあり方等の協議検討を行いまし
た。（6月）
また、包括的業務委託における先進自
治体の視察を行いました。（7月）

②他自治体の委託業務先進事例につい
て、情報収集に努めました。

③水道の開閉栓手続きの年度内導入に
向けて、具体的な手法等について関係
課及び業務委託事業者と協議検討を行
いました。（7月、8月）

Ｂ⁺

①課題の精査及び業務
改善・効率化に努めま
す。

②継続して他自治体の
委託状況調査及び情報
収集を行います。

③関係課等との協議検
討を継続し、準備が整
い次第運用を開始しま
す。

最
終

①現委託事業者と現状把握、課題の
精査、持続可能な業務運営について
協議を重ねました。（2月）

②白河地域上下水道事業研修会にて
近隣自治体と情報共有及び意見交換
を行いました。（2月）

③水道開閉栓のオンライン手続きの
開始について、関係課及び業務委託
事業者と継続して協議を行い（11
月、1月、2月）、準備を整えまし
た。（3月）

Ａ

①人員確保、課題の精
査及び業務改善に努
め、安定的な業務運営
を図ります。

②継続して他自治体の
委託状況調査、情報収
集、視察等を行いま
す。

③4月よりオンライン
手続きを開始します。

②上下水道料金
賦課徴収等の業
務委託に係る将
来のあり方の検
討

①現業務委託の持続性
や将来性について検証
します。

②他自治体の状況調査
を行い、広域化・共同
化の可能性について検
討します。

③デジタルを活用し、
利用者の利便性の向上
を図ります。

①上下水道関連各種届出受
付、水道メーターの開閉栓
業務及び検針業務、上下水
道料金の賦課徴収業務等に
係る課題の抽出と合わせ
て、包括的業務委託につい
ても検討します。

②主に近隣自治体の業務委
託状況調査や各会合等によ
り情報収集や意見交換を行
います。

③オンライン化による開閉
栓手続きの導入に向けて、
関係課と協議検討を行いま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①三城目農業集落排水処理区の公共下
水道整備に係る概算事業費及び負担割
合について、関係機関と協議を行い試
算しました。また、9月定例会にて三
城目農業集落排水処理区の公共下水道
整備に関する協議を県と進めることに
ついて議会の承認を得ました。

②業務委託発注により認可変更業務に
着手しました。（6月）

③令和7年度分補助事業等の下水道関
連交付金概算要望を行いました。（5
月）

Ｂ⁺

①三城目農業集落排水処理
区の公共下水道整備に関す
る協議を具体的に開始しま
す。整備を進めるにあた
り、関係機関と覚書及び協
定書を締結します。また、
概算事業費及び負担割合を
精査します。

②年度内に上下水道事業経
営審議会を開催し、県に変
更認可申請を行い認可を受
けます。

③令和7年度分補助事業等の
下水道関連交付金本要望を
行います。（10月）

最
終

①流域関連公共下水道幹線管渠整備事
業に関する覚書を、福島県・鏡石町・
矢吹町の3者により締結しました。（3
月）

②上下水道事業経営審議会を開催し、
公共下水道事業計画の見直しについて
同意を得ました。（11月）
公共下水道変更認可業務委託が完了
し、県に認可変更申請を行いました。
（3月）

③令和7年度分補助事業等の下水道関連
交付金本要望を行いました。（10月）

Ａ

①流域関連公共下水道幹線
管渠整備事業に関する基本
協定及び年度協定を締結
し、令和7年度は県代行によ
り測量設計業務を発注しま
す。

②変更認可を受け、補助事
業等を活用し整備を進めま
す。

③令和7年度実施計画ヒアリ
ング及び補助金交付申請を
行います。

③遊水地整備に
係る水道・下水
道施設等の整備
検討

①効率的な事業運営の
ための施設のあり方を
検討します。

②整備に向けて必要な
行政手続きを推進しま
す。

③財政負担軽減を図る
ため、事業費の財源確
保を検討します。

①将来性や地域の実状を踏
まえ、関係機関と協議を行
います。

②今年度は、三城目地区農
業集落排水区域の公共下水
道への認可変更手続きを行
います。

③国県補助事業を活用した
インフラ整備を推進しま
す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①国及び関係機関と既存の上下水道
管に関し、道路拡幅に合わせた歩道
部への移設について、協議を行いま
した。（6月）

②国道4号4車線化に伴う上下水道整
備に必要な事務を進めています。

Ｂ⁺

①関係機関との協議を
継続して行います。

②経営戦略において、
国道4号4車線化に伴う
上下水道整備を反映し
た改定に取り組みま
す。

最
終

①国及び関係機関と既存の上下水道
管に関し、道路拡幅に合わせた歩道
部への移設について、協議を行いま
した。

②国道4号4車線化に伴う上下水道整
備に必要な事務を進めています。

Ｂ

①関係機関との協議を
継続して行います。

②国道4号4車線化の具
体的整備時期に合わせ
た事務を進めます。

④国道4号4車線
化に係る水道・
下水道施設等の
整備検討

①国道4号4車線化の整
備計画に合わせた上下
水道の整備範囲を検討
します。

②国道4号4車線化の整
備範囲やスケジュール
による上下水道事業の
安定的な経営を図りま
す。

①将来性や地域の実状を踏
まえ、関係機関と協議を行
います。

②国で示したスケジュール
による上下水道の整備につ
いて経営分析を進めます。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　議会事務局　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①5月14日に新人議員研修会（2名）
を開催し、会議規則及び運営基準を
中心に議会運営の説明、一般質問の
目的及びその方法等について研修を
行いました。
②昨年度に引き続き、各委員会にお
いて「音声認識システム（自動文字
起こし）」を導入し、会議録作成の
効率化及び負担軽減に努めました。

Ａ

①一般質問において、
議会及び執行部から現
行のやり方等を含め課
題等を調査し、改善す
べき点があれば試行的
に実施していきます。
②「音声認識システム
（自動文字起こし）」
の精度を高めるような
環境整備に努めます。

最
終

①一般質問の目的と質問しようとす
る背景や経緯、課題が明確に示さ
れ、具体的な質問が行われることに
より、的確な答弁による円滑な議会
運営と、わかりやすい政策論議を行
うことができました。
②「音声認識システム（自動文字起
こし）」により、会議録作成の効率
化及び事務軽減に取り組みました。

Ａ

①今後も質問の意図・
目的の明確化を図り、
町民にわかりやすい政
策論議となるよう努め
ます。
②音声認識システムの
精度向上における環境
整備について、担当課
と協議を進めます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①議会の円滑な
運営及び検討

令和4年度に町政全般
に関する一般質問の趣
旨、目的及び課題等を
明確にした通告書を導
入しましたが、当該通
告書の導入により、町
民にわかりやすい政策
論議等ができている
か、また、質問と答弁
が嚙み合っているか等
を検証し、円滑な議会
運営を推進します。

①5月～6月　一般質問通告
書の記入方法等の周知徹底
②6月～1月　一般質問にお
ける課題等の整理（執行部
への調査等）
③1月～2月　上記②への対
応策検討と全協での議員協
議
④3月　上記③における対
応策の実施

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　議会事務局　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①4月24日開催の課長連絡会議にお
いて、議員に対する通知等を5月か
ら電子メールで運用することを周知
しました。
②5月14日に新人議員を対象とした
ペーパーレス会議システム「モア
ノート」の操作研修を行いました。
③6月、9月の定例会と各委員会にお
いて「モアノート」によるペーパー
レス化を図りました。
④議会日程の他、公務や行事日程等
についてモアノートによるスケ
ジュール管理を行いました。

Ａ

タブレットの全庁的な
利活用について請負業
者並びに企画・デジタ
ル推進課と協議し、行
政サービスにおける
ICT利活用を推進しま
す。

最
終

①ICT利活用を推進するため、視察
研修においてタブレットを利用する
ことにより、ペーパーレス化の促進
とスムーズな研修運営に努めまし
た。
②各会議等における「モアノート」
の利用について、企画・デジタル推
進課と協議しました。

Ａ

①引き続き議会におけ
るペーパーレス化やタ
ブレットの利活用につ
いて、検討・検証を行
い、経費削減と情報発
信・共有化の向上・促
進に努めます。

②議会情報発信
の強化

会議等におけるペー
パーレス化による資源
消費・経費の削減を図
り、また、クラウド化
による情報共有化・情
報発信を促進し、開か
れた議会、スムーズな
議会運営に取り組みま
す。

①4月～　「矢吹町議会に
おける情報通信機器に関す
る運用要綱」及び「タブ
レット使用に関するルール
等について」に基づき運用
②5月
・議員への執行部通知等を
電子メールにより運用開始
・新人議員研修会
③5月～　ペーパーレス化
促進と新たな取り組みの運
用検討
随時：タブレット活用に係
る検証と改善

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①第1四半期（4～6月）

・小学校児童数、学級数、施設の維持管理の現状調査と将

来推計の分析やドローンによる幼稚園候補地の地形調査を

実施しました。

・庁議調整会議等による庁内調整を行い、各課横断的な対

応協力を依頼し、情報共有を図りました。

②第2四半期（7月～9月）

・矢吹町学校規模適正化検討委員会を開催し、小学校の適

正な規模及び配置の基本的な考え方について諮問を行い検

討委員会による協議を進めました。（全2回）

・現状の課題等を整理するため、中学生との意見交換会や

小学5.6年生及び中学生、教職員、保護者、地域住民を対

象にアンケート調査による意見集約と課題等の抽出を行い

ました。また、小中学校再編を進めている石川町立石川小

学校の視察研修を行いました。

〇アンケートの回収率

・小学5～6年生：約96％

・中学生1～3年生：約74％

・教職員：約92％

・保護者：約39％

・地域住民（全世帯）：約21％

　合計：約29％　2,732名/9,367名

Ｂ⁺

適正規模・適正配置の基本方針
策定に向けて、

③第3四半期（10月～12月）
・アンケート等の結果から見え
てきた意見、課題等について、
方向性を整理し、検討委員会で
の議論を引き続き進めます。
（全4回）
・小学校区別に教育環境に関す
る懇談会を実施し、これまでの
取り組みの共有を図り、保護者
や地域住民から意見をいただき
ます。

④第4四半期（1月～3月）
・検討委員会からの答申を受
け、庁内調整を図り、基本方針
を決定します。

最
終

③第3四半期（10月～12月）
・矢吹町学校規模適正化検討委員会において、小学
校の適正な規模・配置等について意見の整理を進め
ました。（全3回）
・矢吹町立小学校の教育環境に関する地区別懇談会
を各小学校及びKOKOTTOで5回開催しました。

④第4四半期（1月～3月）
・矢吹町学校規模適正化検討委員会を開催、中間報
告の内容について審議を進めました。（全1回）
・2月 総合教育会議において、小学校規模適正化に
ついて町長と意見交換を実施しました。
・3月 矢吹町学校規模適正化検討委員会から教育委
員会へ中間報告を実施しました。
随時
・矢吹町学校規模適正化検討委員会だよりを発行
し、事業の周知に努めました。（2回）

Ｂ

・令和7年度は、矢吹町学校
規模適正化検討委員会で
は、中間報告として提言さ
れた課題の解決策を検討
し、最終的な答申を作成し
ます。

・教育委員会は、矢吹町学
校規模適正化検討委員会の
答申に基づき「矢吹町立小
学校の適正規模・適正配置
の基本方針」の決定を目指
します。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①小学校の適正
配置

　地域とともにある
学校づくりの促進及
び将来を見据えた魅
力ある教育環境の充
実を図るため、「矢
吹町立小学校の適正
規模・適正配置の基
本方針」を策定しま
す。

【基本姿勢】
1 子どもたちを主役
に検討する。
2 子育て世代、地域
住民の意見を尊重す
る。
3 地域との連携、協
働を促進する。

①第1四半期（4～6月）

・現状と将来推計の把握

　児童数、通学状況、施設、維持管理費

・各学校の現状分析 大規模校、小規模校

・ドローンによる測量調査

　旧総合運動公園用地 幼稚園統合候補地

・関係各課との協議・調整

②第2四半期（7月～9月）

・各課と協議し、現状の方向性を整理

　財政状況、公共交通、通学路整備、

　上下水道、社会体育施設、幼稚園統合

・矢吹町学校規模適正化委員会への諮問

・保護者、地域、児童生徒へのアンケート

③第3四半期（10月～12月）

・総合教育会議の開催

　アンケート結果及び各説明会資料の確認

・各説明会等の実施

　小学校区ごとに、小学校、幼稚園、

　保育園等の保護者及び地区懇談会を開催

・課題、意見等の整理と対応策の検討

・矢吹町学校規模適正化委員会答申（案）

　及び町立小学校の適正規模・適正配置の

　基本方針（案）の検討

・総合教育会議の開催

　答申（案）、基本方針（案）の確認

・パブリックコメントの実施

④第4四半期（1月～3月）

・矢吹町学校規模適正化委員会から答申

・総合教育会議を開催し基本方針を確認

・3月定例教育委員会で基本方針を決定

随時

・矢吹町学校規模適正化委員会の開催

・矢吹町学校規模適正化委員会だよりの発

行

・関係各課、関係機関との協議・調整

・視察研修

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①全国学力・学習状況調査、ふくしま学力調査の結果から見

えてきた課題の分析を行い、定例校長・園長会で今後の授業

改善の方向性について確認しました。また、QUテストの結果

から、学級づくりに関して協議しました。

・中学生を対象に検定試験の受験助成を行いました。（1学期

数検：60名）

②つなぐ教育推進会議を開催し、子どもたちの健やかな育

ち、学力向上を図る指導方法の充実・改善策を確認しまし

た。（4月）

・教職員を対象に非認知能力について教育講演会を開催し、

学力と非認知能力の関係について協議しました。また、学び

と育ちをつなぐ推進部会を開催し、各学校の取り組みを協議

しました。（5月）

・矢吹中の1年生5教科の授業交流会を実施し、授業研究とと

もに小・中連携について協議しました。（9月）

③小学6年生夏期講習会を矢吹中を会場に135名の参加で実施

し、国語、算数、英語の学習を実施しました。（7月）

④各小学校に放課後学習教室を開設し、週2回程度（善郷小は

3回）算数科の復習を中心に実施しました。

⑤授業支援アプリの効果的活用、ドリルアプリ、認知機能強

化アプリについては、校内研修会を実施し、授業内外で活用

開始しました。

⑥4小学校でプログラミング教室を実施しました。

Ｂ⁺

・日々の授業の積み重ねを重
視し、全員が主体的に学習に
取り組み、学び合う授業改善
を図り「確かな学力」の育成
を目指します。

・全国学力・学習状況調査、
ふくしま学力調査の結果の課
題解決を行い、標準学力調査
を実施します。（1月）

・学力向上推進部会で各校の
実践、成果、課題について報
告を行います。（1月）

・放課後学習教室、プログラ
ミング教室を継続実施しま
す。（全小学校）

最
終

①標準学力調査を実施し、児童生徒の今年度の学習内容の

定着を確認。落ち込みが見られる分野や個人の課題につい

て補充学習を実施しました。

中学生を対象に検定試験費の受験支援を行いました。（数

検107名、英検169名、漢検68名）

②つなぐ教育推進支援会議、学びと育ちをつなぐ推進部会

を実施し、今後の園小中高連携の在り方や「4つの提言」

の活用について協議しました。

③放課後学習教室において、各校の取り組みの成果と課題

を共有し、次年度以降に活かすための取り組みも行いまし

た。

④授業支援アプリ（ロイロノート）は、自分と他者の考え

を理解、比較、検討するなど学びの手段の一つとして定着

がされました。認知機能強化アプリは隙間時間を利用し、

楽しみながら活用を図りました。ドリルアプリは授業の進

度と個人の定着を確認しながら、主体的に取り組めるよう

進めました。

⑤町内全小学校全クラスでプログラミング授業を実施し、

知識の向上、関心を身につけるための取り組みを行いまし

た。（計72回）

Ｂ

・「授業改善チェックリス
ト」を活用し、主体的・対話
的で深い学びとなるよう授業
改善を図り「確かな学力」の
定着を目指していきます。

・園小中の連携を活かし、切
れ目のない矢吹町の教育を目
指します。

・全国学力・学習状況調査、
ふくしま学力調査、標準学力
調査のねらいの明確化ととも
にデータの活用を図り、児童
生徒の「学力の向上」に活か
します。

②子どもたちの
学力向上

　町内の幼稚園、保育
園、認定子ども園、小
学校、中学校、高校に
おける「健やかな育
ち」及び「学力向上」
に関わる事業について
推進し、各園、小・
中・高等学校の連携強
化により、指導の充
実、改善を図り、家庭
学習の充実化と習慣
化、主体的・対話的で
深い学びの実践によ
り、児童生徒、一人一
人の「個別最適な学
び」、「協働的な学
び」の実現を目指しま
す。
　また、導入した電子
黒板を有効に活用し、
学習活動において、必
要に応じ情報手段を適
切に用いて情報を得た
り、得られた情報をわ
かりやすく発信、伝達
したり、必要に応じ、
保存、共有することが
できる力を育成しま
す。

①学力調査、QUテストによる課題の明
確化と客観的な検証及び確実なフォ
ローアップの実施
・全国学力・学習状況調査（4月）
　　小6（国語・算数）
　　中3（国語・数学）
・ふくしま学力調査（5月）
　　小4～小6（国語・算数）
　　中1～中2（国語・数学）
・標準学力調査（1月）
　　小1～小6（国語・算数）
　　中1～中2（5教科）
②各園、小・中・高等学校の連携の強
化
・つなぐ教育推進支援会議（4月、2
月）
・学びと育ちをつなぐ推進部会（5月、
1月）
・授業交流会（ICT機器の効果的な活
用）
③4小学校の交流及び習熟度別学習
・小学6年生夏期講習会（7月）
④放課後学習教室
・主に国語科、算数科を中心に実施
⑤授業支援アプリ（ロイロノート）、
　ドリルアプリ（タブドリライブ）、
　認知機能強化アプリ（コグトレ）、
　健康観察アプリ（リーバー）の活用
　推進と効果検証
⑥プログラミング授業の実施（全校）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

各施設管理者と日程等の確認を行いながら、計画
的に工事を実施しました。
①PTAからの要望箇所の実施
8月：矢吹小網戸設置工事完了
8月：中畑小網戸設置工事完了
②教育環境の整備
4月：善郷小教室出入口修繕工事完了
6月：三神小排水路修繕工事完了
6月：矢吹中体育館空調リース完了
7月：PCB廃棄物処理業務委託完了
8月：善郷小各教室LED化工事完了
8月：三神小ランチルーム空調設備改修工事完了
9月：善郷小消防設備修繕工事完了
9月：矢吹中体育館空調設置工事設計委託発注
9月：矢吹中校舎LED化工事
　  （1年目）発注
③社会教育施設の整備
6月：三神公民館改修工事発注

Ｂ⁺

引き続き各施設管理者と日程等の確認を

行いながら、計画的に工事を実施しま

す。

①PTAからの要望箇所の実施

（10月～1月）

・善郷小特別教室、体育館Wi-Fi環境

　整備工事

・中畑小特別教室、体育館Wi-Fi環境

　整備工事

・矢吹中特別教室Wi-Fi環境整備工事

・次年度のPTA要望について、年度内に

対応可能なものを前倒しで工事を実施し

ます。

②教育環境の整備

1月：矢吹小砂場改修工事完了予定

10月：中畑小FFストーブ交換工事

　　  完了予定

1月：矢吹中ナイター照明修繕工事

2月：矢吹中体育館空調設置工事設計

　　 委託完了予定

2月：矢吹中校舎LED化工事完了予定

③社会教育施設の整備

2月：三神公民館改修工事完了予定

最
終

各施設管理者と日程等の確認を行いながら、計画
的に工事を実施しました。
①PTAからの要望箇所の実施
3月：善郷小特別教室、体育館Wi-Fi環境整備工事
完了
3月：中畑小特別教室、体育館Wi-Fi環境整備工事
完了
3月：矢吹中特別教室Wi-Fi環境整備工事完了
②教育環境の整備
10月：中畑小FFストーブ交換工事完了
1月：矢吹小砂場改修工事完了
2月：矢吹中校舎LED化工事完了
3月：矢吹中ナイター照明修繕工事完了
3月：矢吹中体育館空調設置工事設計委託完了
③社会教育施設の整備
2月：三神公民館改修工事完了

Ｂ

・矢吹中学校校舎LED化工
事（Ⅱ期）及び矢吹中学
校体育館空調設置工事に
着手します。

・PTAからの要望箇所につ
いて、緊急度や優先順位
により、修繕・工事等を
適宜実施します。

・学校等からの修繕や不
具合についての連絡に速
やかに対応します。

③教育施設等の
適正な維持管理

　幼稚園、小中学
校、社会教育及び社
会体育施設につい
て、長寿命化計画に
伴う老朽化への対応
や整備等を推進し、
児童・生徒・施設利
用者の安全で安心な
環境整備に速やかに
取り組みます。

　各施設管理者と日程等の確認を行
いながら、計画的に工事を実施しま
す。

①PTAからの要望箇所の実施（最優
先）
・矢吹小網戸設置工事
・善郷小特別教室Wi-Fi環境整備工事
・善郷小体育館Wi-Fi環境整備工事
・中畑小網戸設置工事
・中畑小特別教室Wi-Fi環境整備工事
・中畑小体育館Wi-Fi環境整備工事
・矢吹中特別教室Wi-Fi環境整備工事
②教育環境の整備
・矢吹小砂場改修工事
・善郷小各教室LED化工事
・善郷小教室出入口修繕工事
・善郷小消防設備修繕工事
・中畑小FFストーブ交換工事
・三神小ランチルーム空調設備改修
工事
・三神小排水路修繕工事
・矢吹中体育館空調設置工事設計委
託
・矢吹中体育館空調リース
・矢吹中校舎LED化工事（1年目）
・PCB廃棄物処理業務委託
③社会教育施設の整備
・三神公民館改修工事

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①7月に第1回矢吹町通学路安全推進会議を開催し、各小学

校区通学路の改善要望箇所の把握及び合同点検を関係機関

と実施し、情報共有を図りました。

②保護者へ連絡アプリ（リーバー）、子ども見守り隊（協

力者81名）には安心安全メールを活用し、不審者情報や熊

の目撃への注意喚起を行い、通学時等の安全確保について

協力をお願いしました。

(不審者8回、熊目撃15回)

③学校の欠席連絡について、毎朝の電話対応を軽減するこ

とを目的に、連絡アプリ（リーバー）を導入し、保護者、

教職員の負担解消に努めました。

　デジタルを活用した見守りについて、位置情報機器の導

入費用を試算しました。

・ビーコンを導入した場合：本体2,200円 通信費月額330

円、定点スポットの設置100万円（1箇所5万円、1学区20箇

所想定）

・GPSを導入した場合：本体5,280円　通信費月額748円

※ビーコンとは、省電力通信タグを活用し、一定距離内に

ある位置情報を検知する仕組み

※GPSとは、地球上の現在位置を測定する仕組み

Ｃ

①2月に第2回矢吹町通学路安全推進

会議を開催し、通学路の改善要望箇

所の対策状況について情報共有し、

引き続き安全確保を図ります。

②子どもの安心安全の確保のため、

各学校と連携し、各情報連絡等をア

プリ等による統一した連絡手段の構

築を検討します。

③健康観察アプリを活用し、児童生

徒が、毎日、5段階のフェイススケー

ル（とても悪い、悪い、いつも通

り、良い、とても良い）をチェック

することで、児童生徒のメンタルの

様子、心や体調の変化について、早

期把握に努め、不登校対策に活かす

取り組みを進めます。

　デジタルを活用した見守りについ

て、導入機器の選択、通信料の保護

者負担、対象年齢、機器の管理（紛

失、破損）、モデル地区等を各小学

校と協議し、負担の少ない効率的な

見守り活動の実証に向け取り組みま

す。

最
終

①2月に第2回矢吹町通学路安全推進会議を開催し、
通学路の改善要望箇所の対策状況について情報共有
しました。

②連絡アプリ（リーバー）等による不審者情報の周
知を行い、安全確保について協力をお願いしまし
た。（11回）
・統一した連絡手段の構築について、事業者と協議
し、見守り隊等について、令和7年度よりリーバーへ
登録ができるようシステムの調整を図りました。

③連絡アプリにより、児童生徒が心の健康観察をで
きる仕組みづくりを行いました。
・デジタルを活用した子どもの見守りについて、GPS
機器を導入するための調整を実施し、令和7年度より
実証を行うこととしました。（20台分を予定）

Ｂ

①矢吹町通学路安全推進会議
を2回開催し、通学路の改善
要望箇所の対策状況について
情報共有し、引き続き、関係
機関や地域で子どもたちを見
守り、安全確保を図ります。

②子どもの安心安全の確保の
ため、学校や地域との連携を
深めます。

③デジタルを活用した子ども
の見守りについて、負担の少
ない効率的な見守り活動を行
います。

④デジタルを活
用した子どもの
見守り

　児童生徒が安全に
通学できる通学路の
安全確保を図るた
め、各道路管理者等
の関係機関と連携し
ながら、「矢吹町通
学路安全推進会議」
を開催し、危険箇所
の確認とその対策に
ついて、合同点検を
実施し、改善を図り
ます。
　また、子ども見守
り隊、子ども110番
の家の協力者と連携
した地域の安全ネッ
トワークの構築に努
めます。
　位置情報機能を有
するデジタル機器を
活用した子どもの見
守りの検討を進めま
す。

①矢吹町通学路安全推進会議
・継続的に通学路の安全を確保
　するため、小学校区ごとに、
　学校、保護者、警察、道路
　管理者等が改善要望箇所の
　合同点検を実施します。
・歩道整備や道路標示等の
　ハード対策や、交通安全
　教育、交通規制等のソフト
　対策など必要箇所に応じ、
　具体的な実施メニューを
　検討します。
②子ども見守り隊、子ども110
　番の家の協力者に不審者情報
　などをメールにて知らせる仕
　組みの構築を検討します。
③位置情報機能を有するデジタ
　ル機器の活用について、学
　校、保護者から意見を伺い、
　デジタルを活用した見守りの
　運用方法について協議しま
　す。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　生涯学習課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

①用地取得を目的とした事業概要説明及び不動産
鑑定を踏まえ、地権者に説明、交渉を実施
　用地取得及び賃貸借について地権者の承諾
②事業検証及び事業検討
学校等関係機関に事業説明
（5月）
　実施日協議
　10月から実施
eスポーツ体験会の実施（9月）
③スポーツコミッション設置
　スポーツクラブ役員へ事業説明、意見交換、協
議
④機運醸成イベントの開催
　実施内容の検証及び検討を実施
　他の事業との共催について検討、協議
　関係団体、関係者との開催日時及び内容協議、
準備
11月4日（ボンズカップ）
11月10日（ストリート陸上）
⑤各種イベント時の事業周知

Ｂ⁻

①用地取得、賃貸借契約を年内に完

了

　拠点施設の工事に向けた手法の検

討

　早期の工事着工を目指します。

②10月から各学校にて実証事業開始

・体力運動能力向上（小学2年生）

・スポーツを活用した英語教室（小

学3年生）

・ジュニアアスリート活動支援（中

学部活動）

③スポーツコミッション設立に向

け、スポーツ関係者への説明、人材

発掘

地域おこし協力隊等の人員の検討

④11月4日ボンズカップ

　11月10日ストリート陸上

（同時開催：矢吹子どもまつり）

・賑わい創出に向けた関係団体等協

議、検討、周辺施設との連携協議

⑤フロンティア祭り

　機運醸成イベントにおいて事業周

知

　ビジョンブックの作成

最
終

①土地売買契約（11月）、賃貸借契約（12月）
　用地測量（3月）
　基本計画（案）パブリックコメント（3月～4月）
②事業検証及び事業検討
　実証事業実施
　中央幼稚園、各小学校、矢吹中学校、光南高校
（10月～3月）
③スポーツコミッション設立へ向けた具体的な協議
を実施
④機運醸成イベントの開催
　11月4日（ボンズカップ）
　11月10日（ストリート陸上）
⑤フロンティア祭り・機運醸成イベントにおいて事
業周知
　ビジョンブックの作成
　プロジェクト専用ホームページ開設（3月）

Ｂ

①パブリックコメント終了
後、基本計画策定
　実施設計発注
　工事発注
②事業検証及び事業検討
③スポーツコミッション設
置へ向けた協議（視察等実
施）
④機運醸成イベントの開催

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①複合施設
KOKOTTOと周辺
の賑わいづくり

複合施設KOKOTTOを中心
として大正ロマンの館、
中町ポケットパーク、や
ぶき観光案内所、未来く
るやぶき等の周辺施設
が、地域の活性化と観
光・交流の拠点として、
町民へのサービス向上と
交流・流入人口の増加に
つながる事業展開につい
て検討します。また、活
動拠点となる（仮称）ス
マートパークの整備と事
業主体となるスポーツコ
ミッションの構築と人材
育成に取り組みます。

①拠点施設整備
②前年度事業の検証、実
証事業の展開
③スポーツコミッション
の設立
④機運醸成セミナー、シ
ンポジウム開催
⑤事業周知

①拠点施設整備（（仮称）ス
マートパーク）
・不動産鑑定（5月）
・用地交渉、用地取得に向け
た取り組み
・拠点施設の設計及び手法
（プロポーザル等）の検討
（7月）
・拠点施設工事入札（11月）
・工事着工（12月）
②前年度事業検証及び今年度
事業検討（7月）
・関係機関協議
・実証事業実施（7月～2月）
③スポーツコミッション設置
・矢吹スポーツクラブ等、関
係機関意見交換、協議
・コミッション設立（12月）
④機運醸成のためのイベント
開催（7～12月）2回
⑤HP等を活用した情報発信
（随時）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　生涯学習課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①学芸員と資料整備補助員の時期、
内容について協議を進めました。
②文化財保護審議会（7月）にて、
歴史民俗資料館の資料整理状況と今
後のテーマ展示に向けた内容の説明
を行いました。
③学芸員とテーマ展示に向けた協議
を随時行いました。

Ｂ⁻

①学芸員と情報を共有
し、資料整備補助員の
人選・確保に向け協力
体制を進めます。（12
月）
②文化財保護審議会に
て情報共有を行い、歴
史民俗資料館のあり方
について検討します。
③テーマ展示に向けた
短中期計画案を作成し
ます。

最
終

①学芸員と資料整備補助員の協力の
時期、内容について協議を進め、実
施しました。
②文化財保護審議会員の協力を得な
がら、歴史民俗資料の整理作業を進
めました。
③学芸員とテーマ展示に向けた協議
を随時行い、進めました。

Ａ

①学芸員と協議を進
め、歴史民俗資料の整
理を進めていきます。
②関係機関と歴史民俗
資料のあり方につい
て、引き続き検討を進
めます。
③令和7年度にテーマ
展示を実施できるよう
協議を進めます。

②歴史民俗資料
館の整備に向け
た資料整理

歴史民俗資料収蔵庫の
資料整理作業を学芸員
等により推進させ、保
有する歴史民俗資料を
活用したテーマ展示の
開催に向けた準備を行
います。
また、歴史民俗資料館
のあり方について検討
します。

①学芸員との協議によ
る歴史民俗資料収蔵庫
の環境改善と整理作業
②文化財保護関係団体
との歴史民俗資料館整
備に向けた情報共有・
意見交換協議
③歴史民俗資料を活用
したテーマ展示の準
備、開催

①学芸員との協議（年間）
・資料整備補助員の確保
（6月）
②関係団体との情報共有、
意見交換（6月）
・歴史民俗資料館のあり方
の検討
③既存施設を活用したテー
マ展示の開催に向けた準備
・収蔵資料の整理（年間）
・展示テーマ内容の検討
（5月～）
・テーマ決定（12月）
・令和7年度展示テーマに
向けた準備（1月～3月）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　生涯学習課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①補修工事実施設計の委託（7月3日
～12月2日）を行い、事業を進めま
した。

②③④設計委託業務終了後の準備を
進めています。

Ｂ⁺

①工期内完了に向け、
スケジュールの調整を
随時進めます。

②③④次年度以降の工
事に向けた準備を進め
ていきます。

最
終

①補修工事実施設計を予定どおり進
め、完了しました。

②③④工事実施設計をもとに、次年
度以降の工事日程について協議を進
めました。

Ｂ

①②③補修工事（2工
区）を令和7年、8年に
実施する予定となり、
関係機関と協議し進め
ます。

④令和8年度工事に向
けた、資金調達方法を
引き続き検討します。

③三十三観音摩
崖仏群の復旧対
策

三十三観音摩崖仏群の
岩盤変状に対する保全
対策方針が示され、景
観保全を優先させた復
旧工法が決定したた
め、落石対策工事の実
施設計委託を行いま
す。

①復旧工法の実施設計
②関係者への説明等
③周知広報
④復旧工事に向けた準
備（資金調達方法の検
討）

①復旧工事実施設計及び工
事スケジュール調整（5～
12月）
②復旧工法と工事スケ
ジュール等の説明（1～3
月）
③HP等を活用した情報発信
（1～3月）
④ガバメントクラウドファ
ンディング等の検討（1～3
月）

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　生涯学習課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

【図書館】
①図書館管理運営委託業者との定例会
を実施
②図書館管理運営委託業者による「製
本ワークショップ・オリジナルノート
を作ろう」を7月に実施
参加者10名

【文化センター】
①運営受託可能業者を検討
②自主事業の実施に向けプロモーター
協議を実施
③ホール照明LED化に向け協議を実施

Ｂ⁻

【図書館】
①図書館管理運営委託業者
との定例会を実施
②図書館管理運営委託業者
による「アイシングクッ
キー教室＆ハロウィーン
パーティー」を10月に実施

【文化センター】
①運営維持管理業務受託可
能企業の聞取り調査
②自主事業の実施
③ホール照明LED化に向け
協議継続

最
終

【図書館】
①図書館管理運営委託業者との定例会
を実施
②図書館管理運営委託業者による「ア
イシングクッキー教室＆ハロウィン
パーティー」を10月に実施
参加者18名

【文化センター】
①運営受託可能業者を検討
②自主事業「NeoBallad」矢吹町公演
を実施
③ホール照明LED化に向け協議を実施

Ｂ

【図書館】
①図書館管理運営委託業者
との定例会を実施
②図書館管理運営委託業者
による図書館事業の実施

【文化センター】
①運営受託可能業者を検討
②自主事業「幼保小学校低
学年」及び「小学校高学年
キッズシアター」の実施
③ホール照明LED化に向け
協議を実施

④図書館・文化
センターの管理
運営

図書館の管理運営につ
いて、引き続き雇用安
定と施設利用における
住民サービスの向上に
努めます。
文化センターの管理運
営事業について、町民
に喜ばれる自主事業の
開催と安定した貸館管
理ができるよう検討
し、施設の長寿命化に
よる改修工事を検討し
ます。

【図書館】
①職員研修
②新規イベントの実施

【文化センター】
①文化センター運営の
協議
②自主事業の実施
③長寿命化による改修
工事のスケジュール作
成

【図書館】
①施設管理者との意見交換
（年間）
・各社会教育施設管理者等
との協議
・関係団体との協議
・職員研修の実施
②イベントの検討

【文化センター】
①運営維持管理業務委託受
託可能企業との聞取り調査
②イベント・自主事業の検
討(5～7月）、事業の実施
（9月～）
③長寿命化による改修工事
のスケジュールの検討

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

中
間

4月：基本計画へこどもたちの意見を反
映させるため、町内の小学生・中学
生・高校生を対象にこどもアンケート
を実施しました。
・対象者1,321名、回答868件、回答率
65.7％
5月：パブリックコメントを実施し、
ホームページで回答しました。
・2名（意見数13件）
7月：定例教育委員会において「矢吹町
立幼稚園の適正規模・適正配置基本計
画」を策定しました。課題解決に向け
た町立幼稚園におけるワーキンググ
ループを開催しました。
認定こども園らみどり（須賀川市）へ
訪問し視察研修を行いました。
8月：認定こども園たまかわクックの森
（玉川村）へ訪問し視察研修を行いま
した。

Ａ

引き続き課題解決に向
けた町立幼稚園におけ
るワーキンググループ
を開催していきます。

令和8年度以降の統廃
合の実施に向けて、令
和7年度実施計画の策
定準備を進めます。

最
終

令和7年度の入園者数を踏まえ、園
児同士の人間関係など他者との関わ
りを重視した「人的環境」の整備に
向けた方向性を検討しました。

Ａ

引き続き、課題解決に
向けて町立幼稚園の
ワーキンググループを
開催していきます。統
廃合の実施前に、園児
同士の人間関係を含む
「人的環境」を整えら
れるよう、検討を進め
ていきます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

①幼稚園の適正
配置

令和5年度に矢吹町学
校規模適正化検討委員
会から受けた答申に加
え、こども（小中高
生）から聞取りした意
見も考慮した「矢吹町
立幼稚園の適正規模・
適正配置基本計画」を
令和6年度第一四半期
に策定します。

・4月：アンケート実施
　　　（小中高生）
・5月：パブリックコメント
　　　 実施
　　　 議会議員への周知
・6月：定例教育委員会
　　　 矢吹町立幼稚園の適
       正規模・適正配置基
　　　 本計画の決定
・7月～：課題解決に向けた
　　　　 町立幼稚園におけ
　　　　 るワーキンググ
　　　　 ループ等の開催

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①本町の宣言に併せ、こどもまんなかの趣旨に賛同する企業

及び団体に呼びかけを実施し、町及び町内企業の全体でこど

もまんなか社会の実現のため「矢吹町こどもまんなか宣言及

び応援サポーター」就任式を10月1日に開催しました。こども

まんなかアクションとして、医療相談アプリ「いつでもドク

ター」を10月1日から導入しました。

②③出産予定数を把握し、対象者へ出産祝品、祝金及び出産

子育て応援給付金の給付を適切に実施しました。

また、ファミリーサポートセンター、子育て支援センター、

ホームスタート、子育て短期支援事業（ショートステイ）等

について、子育て支援が必要な世帯へ情報が届くよう、健診

等での声掛けやホームページ、SNS等を活用し周知徹底してい

ます。

④今年度は新たに2つの団体にこども食堂を実施していただき

ました。また、子ども子育て支援基金について、基金の制度

を企業や個人の方に周知できるように、チラシを作成しまし

た。（上半期子ども食堂実施回数ポプラの木6回、ポプラカ

フェ12回、野のはな6回、社会福祉協議会2回、わーくる1回、

計27回）

⑤子育て世帯からの個別相談に対し相談室を活用し、母子保

健・児童福祉の問題解消に努め対応しました。

Ｂ⁺

①こどもまんなか宣言に基づくアク

ションプランの実施に努めるととも

に、子育て世帯が町で実施する事業

や活動の情報を得られるよう対外的

に周知を図ります。また、「いつで

もドクター」のアプリ登録を推進

し、子育て世帯の負担軽減を図りま

す。

②③引き続き対象者へ、「矢吹っ子

子育て応援ハンドブック」の配布及

びホームページや広報等で周知を図

ります。

④子どもの居場所づくり支援事業補

助金及び子ども子育て支援基金につ

いて広報等で周知し、支援団体の増

加を図ります。

⑤子育てに困難を抱く世帯に母子保

健・児童福祉機能を一体的に相談で

きる「こども家庭センター」として

寄り添ったサポートを図ります。

最
終

①「こどもまんなか応援サポーター」が12団体から
13団体に増加しました。
②③出産予定数を把握し、対象者へ出産祝品・祝金
及び出産子育て応援給付金の給付を適切に実施しま
した。また、ファミリーサポートセンター、子育て
支援センター、ホームスタート、子育て短期支援事
業（ショートステイ）等について、子育て支援が必
要な世帯へ情報が届くよう、健診時の声掛けやホー
ムページ・SNS等を活用し、周知を徹底しました。
④子どもの居場所づくり支援事業として、6団体に実
施していただきました。また、子ども子育て支援基
金について、企業や個人の方へ制度を周知するため
のチラシを作成しました。（子ども食堂の実施回
数：ポプラの木12回、ポプラカフェ24回、野のはな
12回、社会福祉協議会6回、わーくる1回、ヒトトキ
ト9回、合計64回）
⑤子育て世帯からの個別相談に対し、相談室を活用
し、母子保健・児童福祉の課題解決に努めました。

Ａ

①「こどもまんなか社会」の実現に

向けて、こども・地域住民・関係団

体へ「矢吹町こどもまんなか宣言」

の趣旨を認知していただけるよう、

引き続き啓発活動を行います。

②③対象者へ「矢吹っ子子育て応援

ハンドブック」を継続的に配布する

とともに、子育て支援策等の周知を

LINE・ホームページ・広報誌等を活

用して図ります。

④「矢吹町子どもの居場所づくり支

援事業補助金」の継続及び拡充を図

るとともに、「学習支援」としての

包括的支援プログラム「コグトレ」

アプリの継続を推進します。また、

子ども子育て支援基金について広報

等を通じて周知し、支援団体の増加

を目指します。

⑤子育て世帯からの個別相談に対

し、相談室を活用し、母子保健・児

童福祉の課題解決に努めていきま

す。

②子育て施策の
充実

①こどもたちのために何が最
も良いことかを常に考え、こ
どもたちが健やかで幸せに成
長できるような社会を実現す
るという「こどもまんなか宣
言」の趣旨に共感・賛同し
た、「矢吹町こどもまんな
か」を宣言し、「こどもまん
なか応援サポーター」として
趣旨を達成するための活動を
実施
②出産後の子育てに関する出
費をサポートすることで、居
住、出産を奨励し、次代を担
う児童の増加を図り、子育て
しやすい町、子育て世帯に選
ばれる町を目指した、各種子
育て支援事業（矢吹っ子応援
事業等）の推進
③子育て世帯を支援する事業
の効果的な事業支援、及び矢
吹町公式LINEアカウント等を
活用し、子育て世代へ広く情
報を発信
④「矢吹町子ども子育て支援
基金」について、「地域福
祉」の視点に立ち、企業も含
めた社会全体・地域全体で持
続的にこどもたちの未来を応
援・支援できる事業の検討、
実施
⑤母子保健・児童福祉事業の
連携と効果的な事業の検討

①6月：矢吹町こどもまんなか宣
言書発布
②③住民基本台帳の異動、及び
保健師からの出産予定数を把握
し、対象者へ出産祝品、祝金及
び出産子育て応援給付金の給付
を適切かつ迅速に行います。ま
た、ファミリーサポートセン
ター、子育て支援センター、
ホームスタート等について、特
に子育て支援が必要な世帯へ情
報が届くよう、健診等での声掛
けやホームページ、SNS等を活用
し周知徹底と行政DXの向上に努
めていきます。
④経済的な支援のほか、子ども
の居場所づくりに取り組む団体
への助成や食育・養育環境整備
などに基金を活用するなど、実
施に向けて検討します。また、
子育て世帯が求めるニーズの調
査や安定的な財源を確保するた
めに、基金の目的を企業等に広
報し、賛同を図ります。
⑤こども家庭センター内に相談
室を設置し、母子保健・児童福
祉に携わる保健師、社会福祉士
等が包括的に対応することで、
情報共有を密に行い子育て世帯
の問題解消を図ります。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

①
・保育利用率等の調査のため、住民
基本台帳上の年齢別調べを行い、保
育ニーズのシミュレーションを行い
ました。
・県内外の保育士養成学校を訪問
し、各種支援制度のPR及び情報交換
を行いました。
②
・待機児童解消等のための民間保育
園補助金の申請を受け付けました。

Ｂ⁺

・令和7年度利用申請
受付（10月1日から10
月31日まで）
・入園調整（待機児童
を発生させないよう努
め、各園と協議・調整
を行います。）
・入園決定通知（令和
7年2月）
・10月：保育士養成学
校再訪問予定
・小規模保育園に対し
指導監査を11月頃に実
施予定

最
終

・令和7年4月からの入園について、
他市町村の保育施設への広域入所を
行い、11名入所することができまし
た。
・新卒者に対し就職準備金の貸付を
行い、令和6年度は8名の保育士を確
保することができました。（令和7
年4月から勤務）

Ａ

・保育士の業務負担軽
減、離職防止等を目的
に、令和6年度より創
設した各種助成金の活
用を各保育施設に促し
ます。
・入園が決まっていな
い児童の入園調整を引
き続き行います。

③待機児童解消
対策の継続

①待機児童を発生させ
ないために受け入れ枠
の検証を行い、既存の
保育施設の保育士の確
保
②保育園等において、
延長保育や一時預か
り、障がい児支援など
の多様な保育が提供で
きる支援の検討

①住民基本台帳上の年齢別
調べ、保健師からの出産予
定数の状況等により、保育
ニーズのシミュレーション
を作成し、保育士確保に向
けた養成学校への訪問、人
材確保に係る助成を引き続
き実施します。
また、新たな保育施設の誘
致について調査、検討を
行っていきます。
②各種補助事業の活用を私
立園長会で検証し、拡充に
ついて検討します。また、
小規模保育園に対する指導
監査を実施し、適正な保育
環境の徹底を図ります。

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

7月：計画策定支援業務委託契約を締結しま
した。
8月：第1回子ども子育て会議において、
①矢吹町こども計画アンケート調査結果を
報告しました。
・対象者3,882名、回答2,017件、回答率
52.0％
②矢吹町子ども子育て支援事業計画におけ
る、令和5年度事業計画の点検及び評価につ
いて協議しました。
③第1期矢吹町こども計画策定について協議
しました。
また、矢吹町第2期子ども・子育て支援事業
計画の点検及び評価について、委員の方へ
意見シートを依頼し取りまとめました。

Ｂ⁺

12月：こども計画の素案を
作成します。
第2回子ども子育て会議にお
いて、こども計画の内容を
諮ります。
1月：子ども子育て会議にお
いて審議した部分を修正し
た上でパブリックコメント
を実施します。
2月：第2回子ども子育て会
議において、こども計画の
内容を諮ります。
3月：定例教育委員会におい
て議案を上程します。
議会全員協議会へ報告を行
います。

最
終

8月～
・子ども・子育て会議の意見を踏まえ、委
託業者と協議を重ねながら、計画の作成を
進めました。
12月
・議会及び教育委員会へ骨子案及び計画策
定方法を報告しました。
・各課へ、こども計画に盛り込む計画の実
施状況について照会しました。
2月
・計画案を作成しました。
・第2回子ども・子育て会議において計画案
の検討を行いました。
・議会及び教育委員会へ計画案を報告しま
した。
・パブリックコメントを実施しました。

Ｂ

・パブリックコメント
を踏まえ、子ども・子
育て会議等の各機関に
報告し、意見を伺いな
がら計画策定に努めま
す。
・定例教育委員会にお
いて議案を上程し、令
和7年度早期の計画策
定を目指します。

④第1期矢吹町
こども計画の策
定

子ども・子育て支援法、
及び次世代育成支援対策
推進法に基づく計画を一
体とする「第2期矢吹町子
ども・子育て支援事業計
画」の計画期間が令和6年
度で満了し、令和8年度に
は、子どもの貧困対策の
推進に関する法律に基づ
く「第2期矢吹町の未来を
担う子ども応援計画」が
満了となります。これら
の計画を一本化すること
を国において推進してい
ることから、これらの計
画と国が定める「こども
大綱」及び福島県が定め
るこども施策、「まちづ
くり総合計画」及び「矢
吹町まち・ひと・しごと
創成人口ビジョン」を勘
案し、「第1期矢吹町こど
も計画」の策定を行いま
す。なお、国・県の施策
の動向や社会情勢の変
化、状況を見極めながら
必要に応じた支援策の見
直しを行い、質の高い幼
児期の教育・保育を計画
的に推進します。

3月：アンケートの実施
（R5年度）
4～5月：アンケートの集計
6月～：計画策定業務
8月：第1回子ども子育て会
議において検討
1月：パブリックコメント
の実施
2月：第2回子ども子育て会
議において検討
3月：定例教育委員会にお
いて決定

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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令和６年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【最終】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

目標の達成評価

中
間

国が定める補助事業に該当する改修
を実現できるよう協議を実施し、4
月開所に向けた事務執行に努めまし
た。
4～5月：保健福祉センター内に設置
することで選定
6月：設計業務委託発注
6月：国補助金協議書提出
工事発注以降については、10月以降
となる見込みです。

Ｂ⁻

国、県が提示するセン
ター設置に関する補助
事業要件を踏まえ、セ
ンター執務室の設置場
所や人員の調整、検討
を進めます。また、今
後、保健福祉センター
で実施する母子保健・
児童福祉業務と社会福
祉協議会との連携が図
れるよう、準備を進め
ていきます。

最
終

こども家庭センターを保健福祉セン
ター内に、4月1日開所に向けて事務
執行を進めました。
10月：設計業務完了
11月：改修工事を発注
3月：工事完了

Ａ

・母子保健業務と児童
福祉業務の円滑な連携
を図り、こども・子育
て世帯への支援を充実
させます。
・様々な子育て支援策
を推進し、より利用し
やすい環境を整備して
いきます。

⑤こども家庭セ
ンターの設置・
運営

全ての妊産婦・こど
も・子育て世帯が手続
きや相談、健診等の
様々な子育て支援をよ
り身近に感じ、利用し
てもらえるよう、セン
ターを乳幼児健診が行
われている矢吹町保健
福祉センターへ移す準
備を進めます。併せ
て、提供するサービス
等の充実も図っていき
ます。

4～5月：センター内設置設
備の選定
6月：設計業務委託発注
6～8月： 国・県補助金協
議・申請
9月：工事発注
2月：工事完成
4月：オープン

【⽬標の達成度の区分】 中間 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
最終   Ａ：達成できた   Ｂ：概ね達成できた   Ｃ：次年度に実施   Ｄ：達成困難
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